DEMON 


ホー ムシ アター システム 

DHT-M380 


取扱説明書 


ま全にお使いいただくためじ一必ずお守りください。 


お買い上げいただき、ありがとうございまず。 

ご使用の前じこの取扱説明書をよ < お読みのうえ、正し < ご使用 < ださい。 
お読みになった後は後日お役に立つこともありまずので、必ず保存してください。 


ホームシアターシステム DHT - M 380 は、 AV サラウンドアンプ ( AVC - M 380) 
とスピーカーシステムパック SYS - M 380 (フ□ント/サラウンド用スピーカー 
( SC - AM 380 X 4台）、センクー用スピーカー ( SC - CM %0 x 1台）とサブウー 
八一 ( DSW - M 380 X 1台)）で構成されていまず。 
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ご使用になる前に 


安全上のご注意 


正しくまをじお使いいただくため、ご使 
用の前に必ずよ < お読み< ださい。 

この取あ説明書および製品への表示で 
は、製品を安全に正しくお使いいただき、 
あなたや他の人々への危害や財産への損 
害を未然に防止ずるために、いろいろな 
絵表示をしています。その絵表示と意巧 
は次のようになっています。 

内容をよく理解してから本文をお読みく 
ださい。 


絵表示の例 

図の中やお傍に具体的な禁止内容が 
描かれていまず。 


A 


感電ミ主意 


A 記号はま意（危険-警告を含む）を 
促ず内容があることを告げるわのです。 



分解禁止 


及記号は禁止の巧為であることを 
告げるちのでず。 


電源プラグを 
]ンセントから扳け 

•記号は行為を強制したり指示する内容を 
告げるちのでず。 


ご使用になる前に 


A 警告 


この表示を無視して、誤った取り扱いをずると、 

人が死 t または重傷を負う危険が差し迫って生じることが想定される内容を示していまず。 


4 ^ 万一異常が発生したら、 

電源プラグをすぐに抜く 

• 煙や異臭、異音が化たとき 
S っ17七""ン h •落としたり、破損したとき 
から抜け•機器内部に水や金属類、燃えやずいち 
のなどが人ったとき 

そのまま使用ずると、义災•感電の原因となりま 
す。すぐに本体と接続している機器の電源を切り、 
必ず電源プラグをコンセントか6抜いて、安全を 
確認してか6販売店にご連絡ください。 

お客様じよる修理などは危険ですので鮑対におや 
めください。 


〇 

'必ず実施 


ご使用は正しい電源電圧で 

表示された電源電圧 W 外で使巧しないで 
ください。 

义楽-感電の原因となります。 


〇 

必ず実施 


電源コードは大切に 

電源コードを傷つけたり、破損したり、 
力□エしたりしないでください。また、重 
いものをのせたり、加熱したり、引っ張っ 
たりずると電源コードが破損し、义雖- 
感電の原因となります。 

電源コードが傷んだら、すぐに販売店に 
交換をご依頼ください。 


〇 電源プラグの刃および巧の付お 
にほこりや金属物が付着してい 

必ず実施 るとさは 

電源プラグをコンセントか6抜いて、乾 
いた巧で取り除いてください。そのまま 
使用すると乂災-感電の原因となります。 


0 

禁止 


巧部に水などの液体や異物を入 
れない 

機器内部に水などの液体や金属類、燃え 
皆すいちのなどを差し込んだり、落とし 
込んピリしないでください。 

义爽•感電の原因となります。 

特にお子様のいるご家庭ではごを意くだ 
さい。 



水めれ 
禁止 


水をかけたり、 

濡らしたりしない 

雨天-降雪中-巧岸-水辺での使巧は特 
にごを意 < ださい。 

义が-感電の原因となりまず。 


分觸禁止 


ねじをかしたり、 

分解や改造したりしない 

内部には電圧の高い部分がありまずので、 
义災•感電の原因となりまず。 

内部の点横-調整-修理は販売店にご依 
頼ください。 


接触禁止 


雷が鳴り出した6 

機器や電源プラグには触れないでくだ 
さい。 

感電の原因となりまず。 



min 


乾電池は巧電しない 

電池の破裂-液漏れにより、 
の原因となりまず。 


义が-けげ 


水場での 
使用禁止 


風呂-シャヮー室では 
使届しない 

义炎-感電の原因となります。 



水めれ 
禁止 


この機器の上に巧瓶-植木鉢 • 
コップ-化粧品-薬品や水など 
が入った容器、およびルさな金 
属物を置かない 

こぼれたり、中に人った場合、义炎•感 


電の原因となります。 
























ご使用になる前に 


ご使用になる前に 


A この表示を無視して、誤った取り扱いをずると、 

/!\ /1ク胃\ 人が傷害を負う可能性が想定される内容および物的損害のみの発生が想定される内容を示していまず。 


A 付属の電源コードを使用する 

/■ \他の機器の電源〕ードを本機に使用しな 
/を直乂いでください。 

また、付属の電源コードは本機]■ソ外には 
^ A 使用しないでください。 

V V 電流容量などの違いにより义爽-感電の 
^止 原因となることがありまず。 

機器の接続は説明書をよく読ん 
mm でか6接続する 

赢 テレビ.トディォ機器.ビデォ機器な 
どの機器を接続する場合は、電源を切り、 
各々の機器の取损説明書じがつて接続し 
てください。 

また、接続には指定のコードを使用してください。 
指を1：：!外のコードを使用したり、コードを延長した 
りずると発熱し、やけどの原因となることがありま 
ず。 

電源コードは確実に接続し、 

束ねたまま使届しない 

電源]-ドを接続するときは接続□し確 
実に差し込んでください。差し込みが不 
完全な場含、义災•感電の原因となるこ 
( X) とがありまず。 

根元まで差し込んでもゆるみがあるコン 
セントしは接統しないでください。その 
塌合、販売店や電気工事店にコンセント 
の交換を依頼してください。 

また、電源コードは束ねたまま使用しないでくだ 
さい。発熱し、义災の原因となることがあります。 

電源を入れる前には 
mM 音量を最ルじする 

まな大きな音が化て、聴力障害などの原 
因となることがあります。 

長時間音が歪んだが態で 

V XJ 使用しなぃ 

スピーカーが発熱し、义災の原因となる 
所 ことがあります。 

電源コードを 

vjv 熱器具にお付けない 

コードの被ふくが溶けて、义爽•感電の 
亦 原因となることがあります。 

電池を交換するときは 

KS •極髓示にま意し、表示通りに正しく 
人れる 

•指定材外の電池は使巧しない 
•新しい電池と古い電池を混ぜて使巧し 

のな ぃ 

v-X 間違えると電池の破藝-液漏れにより、 

禁 ■Lt 义炎-けがや周囲をミち損する原因となる 

ことがありまず。 

電源プラグを抜くときは 

IX) 電源コードを引っ張らずじ必ずプラグを 
^持って抜いてください。コードが傷つき、 
乂楽-感電の原因となることがありまず。 

濡れたまで電源プラグを 
抜き差ししない 

感電の原因となることがあります。 

へッドホンを使巧するときは 

1 v 音量を上げすぎない 

ちを刺激ずるような大きな音量で長時間 
"" 続けて聞くと、聴力に悪い影響を与える 

ことがあります。 


禁止 


不安定な場巧に置かない 

ぐらついた台の上啼傾いたところなど不 
安走:な攝所に置かないでください。落ち 
たり倒れたりして、けがの原因となるこ 
とがありまず。 


0 この機器に乗ったり、 

ぶ6下がったりしない 

& 特にかいお子様のいるご家庭では、ごま 

爪 意ください。倒れたり、壊れたりして、 
けがの原因となることがあリまず。 


Q 次のような場巧には置かない 

乂災-感電の原因となることがあります。 
• 調理台や加湿器のそばなど油煙や湯気 
が当たるようなところ 
• 湿気やほこりの多いところ 
• 直射日光の当たるところや暖房器具の 
おくなど高温じなるところ 


〇 壁や他の機器か6 
少し離して設置する 

.. 放熱をよくずるためじ、化の機器との間 

は少し離して置いてください。ラックな 
どに入れるときは、機器の天面や背面か 
ら少し隙間をあけてください。内部に熱 
がこもり、义炎の原因となることがあり 
まず。 


0 通風孔をふさがない 

内部の温度上昇を防ぐため、通風孔が 
な^ 開けてあります。次のような使いかた 
はしないでください。内部に熱がこも 
り、义災の原因となることがあります。 
■あお向けや横倒し、逆さまにずる 
• 押し入れ•専巧のラック W 外の本箱など風通し 
の悪い狭い場所に押し込む 
■テーブルク□スをかけたり、じゆうたん•布団 
の上に置いて使巧する 


0 

禁止 


重いものをのせない 

機器の上に重いもの皆外枠か6はみ化る 
ような大きなものを置かないでくださ 
い。パランスがくずれて倒れたり、落下 
して、けがの原因となることがあります。 


运 


移動させるときは 

まず電源を切り、必ず電源プラグをコン 
_ セントから抜き、外部の接続コードを外 
電_頭フ^勺をしてか6おこなってください。コードが 
傷つき、义楽•感電の原因となることが 


コンセント 
か6抜け 


あ U ます。 


运 

電源プラグを 
コンセント 
からほけ 


A 

ま思 


長期間の外出•旅行のとき、 
またはお手入れのときは 

安全のため必ず電源プラグをコンセント 
か6抜いてください。义炎•感電の原因 
となることがあります。 


日年に一度は内部の掃除を 

販売店などじご相談ください。内部じほ 
こりがたまったまま、長い間掃隙をしな 
いと义炎や故障の原因となることがあり 


まず。 


特に、湿気のをくなる梅雨期の前におこなうと、 
より効果的でず。なお、内部の掃除費巧じついて 
は販売店などにご相談ください。 





















ご使用になる前に 


ご使用になる前に 


取り扱い上のご注意 


お手入れについて 


AV サラウンドアンプ ( AVC - M 380) 


設置の際のごミ主意_ 

■本機やマイク□コンピュークーを搭載した電子機器を 
チューナーやテレビと同時じ使用ずる場合、チューナー • 
テレビの音声や巧像に雑音や画面の乱れが生じることがあ 
りまず。このような場合には々の点じを意してください。 
◎本機をチューナーやテレビからできるだけ離してくだ 
さい。 

◎チューナーやテレビのアンテナ綜を本機の電源コード 
および乂化力などの接続コードから離して設置してく 
ださい。 

◎特に室内アンテナや300 Q フィーダー線をご使用の場 
合に起こりやずいので、屋外アンテナおよび75 Q 同軸 
コードのご使用をおずずめしまず。 



■放熱のため、アンプユニットの天面、後面および両側面と 
壁や他の AV 機器などとは十分に離して設置して< ださ 
しん（下図参照） 



その他のごミ主意_ 

■入力端子に機器を接続していない状態で入力の切り替えを 
おこなうと、クリックノイズが発生ずることがありまず。 
このような場合は、主音量調をつまみをおるか、入力端子 
に機器を接続してください。 

■ 電源ボタンを押してスタンバイ状態にしても、一部の回路 
は适電していまずので、クト化やご旅行の場合はをず電源プ 
ラグをコンセントから抜いてください。 

■ AV サラウンドアンプの天板に付いているシートは取りかさ 
ないで使用してください。 

■ スピーカー端子じは、ミューティング回路が組み込まれて 
いまず。このため、電源投入後数秒圍は化力信号が大幅に 
ミ威衰されまず。この動作時に音量を調節しまずと、ミュー 
ティング終了後、非常に大きな化力となりまずので、音量 
調節はあずミューティング終了後におこなってください。 

■ 説 S 月のためのイラストは、原型と異なる場合がありまず。 

■ 取扱説明書を保存して<ださい。 

この取扱説明書をお読みになった後は、保1¢書ととわに大 
切に保存して<ださい。また、裏表紙の記入欄にあ要事項 
を記入しておくと便利でず。 


■ キャビネ、ソトや操作パネル部分のミちれを拭き取るときは、 
柔らかい巧を使用して藍く拭き取ってください。 

◎化学ぞうきんをご使用の隐は、そのを意書に従って< 
ださい。 

■ ベンジン.シンナーなどの有機溶剤および殺虫剤などが本 
機に付着ずると、変質したり変色ずることがありまずので 
使用しないで < ださい。 



使わないときは 


ふだん使わないとき 

◎電源ボクンを押してスクンバイ状態にしてくだ 
さい。 

◎外化やご旅行の場合は、おず電源プラグをコン 
セントから抜いてください。 



■ 移動させるとき 

◎衝擊を与えないで < ださい。 

◎ 必ず電源プラグをコンセントか6抜い 
て、接続コードを外したことを巧認し 
てからおこなって<ださい。 
















































スピーカーブラケット 
取リ付けねじ穴 


ご使用になる前に 

■フロント/サラウンド用スピーカー ( SC - AM 380) を 

台などの上に設置ずる場合、付属のずベリ止め（厚さ約 
2 mm のコルク）を底面のコーナー 4ケ巧におってくださ 
し、（下図参照） 

床に直接置いてほ音域が不自然に強調されたりずる場合に 
は、コンクリートブ□ックなどの固い台の上にのせるよう 
じしてください。あ要に応じて、別売りの床置きスクンド 
( ASS -100、 ASS -80)、 天井吊リブラケット （ ASG -10、 
ASG -20) のご使用をおずずめしまず。 

《 スピーカーとスタンドとの取り付けは、スタンドに付 
属の取り付けねじを使用して、スピーカー底面の取り 
付けねじ穴（ナット）にゆるみがなくなるまで完全に 
締め付けてください。 

【フ□ント/サラウンド用 スピーカー 【フ□ント/サラウンド巧 スピーカー 

( SC - AM 380) 背面副 （ SC - AM 380) 底面副 


■フロント/サラウンド用スピーカー ( SC - AM 380) を壁 

じ掛けて使用ずる場合、フ□ント/サラウンド用スピー 
力一 ( SC - AM 380) の背面にある壁掛け用フックを利用 
して壁に掛けて使用できまず。その場合、壁掛け用フック 
の穴にネジ頭などを差し込みまず。（上図参照）スピーカー 
の質量に耐えられるしっかりした壁に取り付けてくださ 
し、巧下によるいかなる損害-事故についても当社はその 
責を負いません。 


■センター用スピーカー ( SC - CM380) を台などの上に設 

置ずる場合、付属のずベリ止め（厚さお 2 mm のコルク) 
を底面のコーナー4ケ所におってください。（下図参照） 
床に直接置いてほ音域が不自然に強調されたりずる場合に 
は、コンクリートブ□ックなどの固い台の上にのせるよう 
にしてください。 

【センター田スピーカー ( SC - CM 380) 底面國 


こ'使用になる前に 

スピーカーシステムパック SYS - M 380 
( SC - AM 380、 SC - CM 380、 DSW - M 380) 


f 設置の際は設置場所-設置ち法の安全性を十ろご確 '1 
詔ください。 

スタンド、ブラケットなどを使用する場合はそれ5①説 
明書に従い、まを性をお認の上ご使用または設置してく 
ださい。落下じよるいかなる損害、事がじついても当社 
はそ①責を負いません。 

V. _ J 


設置の際のごミ主意_ 

スピーカーシステムの音質は、部屋の大きさ-形態（洋室、 

巧室）-設置のしかたじよって変わりますので、次のことじ 

留意して設置してください。 

■ スピーカーシステムをレコードプレーヤーと同じ台や棚の 
上に設置ずると八ウリングを起こずことがありまずので、 
ごを意ください。 

■ スピーカーシステムの背面や前面に壁やガラス戸などがあ 
る場合には、共振や反射を防止ずるために厚手のカーテン 
などを掛けるようにしてください。 

■ スピーカーシステムパック SYS-M380 

(SC-AM380、SC-CM380、DSW-M380) はテレビとの 
近接使用が可能な防磁おスピーカーシステムでずが、テレ 
ビの種類によっては色むらを生じる場合がありまず。その 
場合には一度テレビの電源を切り、15〜30分後に再び 
スイ、ソチを入れてください。テレビの自己消磁回路により、 
画面への影響が改善されまず。その後も色むらが残るよう 
な場合には、スピーカーをさ6に離してください。 


ずベリ止めお^け——ぶの n を) 


すべり止めお y な—」(厚— I のコルク) 



壁掛け巧フック 


すベリ止め貼り付け位置(厚さ約 m のコルク) 



すベリ止め貼り付け位置(厚さ約 m のコルク) 
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•安全にお使いいただくため、本体の上に物をのせたり、寄り掛かっ 
た U しないでください。 

•スピーカー側面に力が掛かった場台、スピーカーが落下ず 
る恐れがありまず。けがなど重大事故の原因じなりますの(\ ) 
で、十分を意してください。 、一 y 

■フ□ント/サラウンド用スピーカー ( SC - AM 380) をス 

タンドまたはブラケットに取りがける場含 
フ□ント/サラウンド用スピーカー ( SC - AM 380) の底 
面じは M 目のナットが 60 mm 闇隔で埋め化まれていまず。 
別売りの床置きスタンド （ ASS -100、 ASS -80)、 天井吊 
リブラケット （ ASG -10、 ASG -20) に取りがけることが 
できまず。取りがけに際しましては、ブラケットやスクン 
ドの説明書に従い、十分注意してしっかりと設置してくだ 
さい。 

■フ□ント/サラウンド用スピーカー （ SC - AM 380) を天 

井吊リブラケットに取り付けた際に取りがけの角度により 
逆さじなりまず。 

■サブウー八一 ( DSW - M 380) を付属の台座に設置ずる場 

合、下図のようじサブウー八一の前面及び背面に合わせて 
台座をぞれぞれ設置してください。 

【設置例】 

サブウーノ\一 

( DSW - M 380) 


本書に使用しているイラストは、取り扱い方まを説明するためのも 

ので、実物とはまなる場合がありまず。 

■近くにマグネット（磁石）など磁気を発生ずるものが置か 
れている場合には、本機との柜互作用じより、テレビに色 
むらを発生ずる場合がありまずのでごを意ください。 

【例】•ラック、置き台などの扉に装着されたマグネット 
があるとき 

•マグネ、ソトを用いた健康器具などがお< じ置かれ 
ているとぎ 

• その他、マグネットを使用した玩具などが近<じ 
置かれているとき 

■ サブウーハー ( DSW - M 380) の上にレ〕ードプレーヤー、 
DVD プレーヤーなどを置くと針とび、音とびを起こず 
ことがありまず。このような場合はレコードプレーヤー、 
DVD プレーヤーを別の場所に設置してください。 

■ 長時圍直射日光を受ける場所やストーブなどの暖房器具の 
近くに置くことは避けてください。 

■ 湿気のをい場所やホコリのをい場所に置きまずと、故障の 
原因となる場合がありまず。 

■スピーカーシステム パック （ SYS - M 380) のスピーカー 
ユニット保畫用サランネット-グリルを取り外ずことはで 
きません。無理な取り外しは、破損やけがの原因となりま 
ずのでごを意ください。 


A 


警告 

• 天并や壁への取りがけは安全性お保のため、 

専門施工業をへ依頼して < ださい。 

• スピーカー接続コードを足や手に引っ掛けて本機を落下 
させることのないようじ、コードはおず壁などに固走し 
て < ださい。 

•取り付け後はおず安全性をお認して < ださい。 

また、その後定期的に巧下の可能性がないか安全点横を 
実施して < ださい。取り付け場所、取り付け方法の不備 
によるいかなる損害、事故についても当社はいっさいそ 
の責を負いません。 
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主な特長 


1. ドルビーデジタルデコーダー搭載 

デジクル•ディスクリート方式のドルビーデジクルは、各 
チャンネルが独立して記録されているため、再生時のクロ 
ストークが極めてかち<、音の遠近感、移動感、走位感な 
ど立体感のある音場をよリリアルに再現。また低音巧果用 
の 0.1 チャンネルを除く 5チャンネルは、 CD と同等 W 上 
の巧生帯域を持ち、より表現力豊かでクリアな音の巧現を 
実現していまず。 

2. DTS デコーダー搭載 

再生チャンネルや再生帯域はドルビーデジクルと同様、 
FL 、 FR 、 C 、 SL 、 SR の 5 ch じ加えて LFE O . lch を持つ 
巳. Ich で、他にステレオ 2 ch モードがありまず。いずれ 
も各チャンネルの信号は完全に独立して記録されるため、 
各信号聞の干渉、ク□ストークなどで劣化ずるム函はあり 
ません。 DTS はドルビーデジクルに巧して比較的高いビッ 
トレートとなり、柜巧的にほい圧縮率で動作ずるのが特徴 
でず。 


3. パーソナルメモリープラス機能を採用 

従来のパーソナルメモリー機能をさらに進化させ、ずべて 
の入カソースに対し、それぞれじサラウンドモードを自動 
的に記憶しまず。 

4. ドルビープ□□ジック n デコーダー搭載 

ドルビープ□□ジ、ソク n は、ステレオソースを5チヤン 
ネルで全帯域巧生しまず。音楽再生に適した MUS にモー 
ド、巧画再生に適した CINEMA モード、ゲームをお楽し 
みになる場合に適した GAME モードに対応していまず。 

5. AAC デコーダー 搭載 

BS デジクル放を、巧上デジクル放をにて使用ちれる 
32 kHz から 48 kHz までのサンプリング周波数と、 LC プ 
□ファイルの再生に対応しておりまず。またチャンネル数 
は最大 5.1 ch のデータに対応していまず。 


ご使用になる前に 


6. ドルビーバーチャルスピーカー、ドルビーへッドホ 
ン機能搭載 

限られたスピーカーで、 5.1 ch サラウンド仮想音場を再現 
ずるドルビーバーチヤルスピーカーを探用しました。（ド 
ルビーバーチヤルスピーカーはドルビーラボラトリーの専 
有巧術でず。） 

フ□ント、サブウー八一だけで再生ずる 2. Ich モードと、 
センクーチヤンネルを追加した 3.1 ch モードおよび 5.1 ch 
再生時フ□ントチヤンネルの音場を化大ずる 5. 1 ch ( wide ) 
モードを搭載していまず。 

また、夜聞などスピーカー再生できない環境でも、お手持 
ちのステレオへ、ソドホンで迫カサラウンド音場が楽しめる 
ドルビーへ、ソドホン機能を搭載していまず。 
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ご使用になる前に 


付属品について 


本体とは別に下記の付属品が入っていまず。ご使用の前じご確認ください。 


f 取扱説明書（本書） ■ 

. 1 ffl 

製品のご相談と修理- 
サービス窓□-覧表…1め 
保 i 正書 

(捆包箱におり付けられてい 
まず。） 


光伝送ケーブル . 1本 

〔長さ： 0.9 m ) 


リモコン （ RC -1025) 
. 1個 



2個 


単4お乾電池 . 2本^ 



ずベリ止め （1 シート4個） 
. 5枚 



接続コード A (長さ：約 10m). 2本 

※サラウンド用スピーカー ( SC - AM 380) の接続に使用し 
まず。 

(接続コードのプラグおよびラベル色：青色/の色） 

接続コード B (長さ：約 3m). 4本 

※フ□ント用 スピーカー ( SC - AM %0) センクー用 スピー 
力一 ( SC - CM ：380) サブウーハー ( DSW - M 380) の接 
続に使用しまず。 

(あ続コードのプラグおよびラベル色:白色/ホ色/緑色/紫色) 
V_；_ 





夕 

本書に使用しているイラストは，取り扱いち法を説明するためのもので実物と異なる場合があります。 


ご使用になる前に 



田この商品には保話書を添付しておりまず。 

保証書は所を事項をお買い上げの販売店で記入しておミ度し致しまずので、記載内容を ご確 
認のうえ大切に保存してください。 

回保証期聞は、お買い上げ日より1年聞でず。 

万一故障した場合には、保記書の記載内容により、お買い上げの販売店またはお近<の修 
理柜談窓□が修理を申し受けまず。 

但し、保証期圍内でも保記書を添がされない場合は有料修理となりまずので 、ごを意くだ 
さい。 

詳しくは、保話書をご覧ください。 

团保証期聞後の修理については、お買い上げの販売店またはお近<の修理柜談窓□にご柜談 
ください。 

修理によって機能が維持できる場合は、お客様のご要望じより有料修理致しまず。 

田本機のネ甫修用性能部品の保有期聞は、製造打ち切り後8年でず。 

固お客様にご記入いただいた保証書の控えは、保証期聞内のサービス活動およびその後の巧 
全点検活動のために記載内容を利用させていただく場合がございまずので、あらかじめご 
了承ください。 

固この商品に添付されている保証書によって、保証書を発行しているち（保証責任者）およ 
びそれ W 外の事業者に巧ずるお客様の法律上の権利を制限ずるものではありません。 

团保証および修理じついてご不明の場合は、お買い上げの販売店またはおお<の修理ち談窓 
□じご柜談ください。 

詳し<は、付属品『製品のご相談と修理-サービス窓□一覧表』をご参照<ださい。 
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各部のを前とはたらき 


フロントパネル 


各部のはたらきなど詳しい説明じついては、 （） 内のページを参照して<ださい。 



田電源ボタン （ ON / STANDBY ) 

•押して 『 ON 』 じずると電源が入り、 
もう一度巧ずとスタンバイ状態になり 

まず。 .(19) 

回電源表示インジケーター 

•スクンバイ状態のときじホ色に点好し 
まず。（電源コードをコンセントから抜 
いたときに消なしまず。） 

•ミュート時じは、緑色に点滅しまず。 
(が]1秒に1回） .(19) 

• 動作状態では緑色に点巧しまず。 

•温度上昇じよる保護回路動作時に、ホ 

色に点滅しまず。 .(14) 

团ディスプレイ 

•入カモードやサラウンドモードが表示 
されまず。 

圧] ポータブルジャック （PORTABLE IN ) 

• お手持ちのポータブル機器の音声化力 
端子に接続ずるとポータブル機器の音 
楽を聴くことができまず。…… ( 22 ) 


固ヘッドホンジャック （ PHONES ) 

•へ、ソドホンでお楽しみいただくときじ 
使用しまず。（ヘッドホンは別売り、ス 
テレオミニプラグ対応） 

•ヘッドホンを差し込むと、音声はへ、ソ 
ドホンからのみ聞こえ、スピーカーか 
らの音声は闇こえなくなりまず。 

.(31) 

固主音 量 調節つまみ （MASTER VOLUME ) 

•音量を調節しまず。 

•つまみをち（〇)じ回ずと音が大きく 
なり、左（〇)に回ずとかさくなりまず。 

.( 19 ) 

团サラウンドパラメー ター ボタン 

(SURROUND PARAMETER ) 

•再生中のサラウンドモードに関係ずる 
サラウンド パラメーターを 切り替えま 
ず。違択はセレクト◄，►ボタンでお 
こないまず。 .(26) 


ご使用になる前に 


图セレクトボタン （ SELECT ^>0 

•さ■種モードの違択じ使用しまず。►ボ 
クンで次へ進み ◄ ボクンで戻りまず。 

. (17, 22, 23, 25〜 33) 

图メニュ ー/ セットボタン ( MENU / SET ) 

•電源オン時は押ずと本機の各種機能の 
お認ができまず。（ステータス表示モー 

ド） .（25) 

•電源スクンバイ時に2秒 W 上押ずとク 
イックセットアップモードじなり、各 

種設定ができまず。 .(17) 

画スーパーダイナミックバス/プリセット 
イコライザーボタン （ SDB / P . EQ ) 

• SDB やを種イコライジングで巧みの音 
質で楽しむときに押しまず。… (32) 

回サラウンドモード切り替えボタン 
(SURROUND MODE ) 

•サラウンドモードを切り替えるときに 

使用しまず。 .(24) 

回リモコン受光部 

•リモコン （ RC -1025) をこの受光部に 
向けて操作してください。…… (12) 

回ファンクション切り替えつまみ 
( FUNCTION ) 

•入力を切り替えるときに使用しまず。 

.(24) 
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リアパネル 


各部のはたらきなど詳しい説明じついては、 （） 内のページを参照してください。 



回デジタル音声入力端子 

(DIGITAL INPUTS ) 

• DVD プレーヤー、 BS デジクル/巧上 
デジクルチューナーなどのデジタル音 
声出力 （ OPT に AL ) 端子と光ちをケー 
ブル（ちお）で接続しまず。 

. (18, 19) 

回アナログ音声入出力端子 

(MD INPUT / OUTPUT ) 

• MD レコーダーなどの録音入力 （LINE 
IN または REC ) 端すおよび再生化力 
(LINE OUT または PB ) 端子をピンプ 
ラグコードで接続しまず。 （20,21) 



• 本機の MD ( OUT ) 端子は DVD または TAPE ( IN ) 
端子に接続されたアナ□グ音声信号のみ化力さ 
れるよう設をされています。デジ々ル音声人力 
端すじ接続された機器か6の音声信号は化力さ 
れません。 

•同様に本機の TAPE ( OUT ) 端子は DVD また 
は MD ( IN ) 端子に接続されたアナ□グ音声信 
号のみ化力されまず。 

•また、 MD や TAPE ( OUT ) 端子に接続された 
機器で録音をおこなう際にはあず本機の電源を 
ON にしてください。スクンバイ （ STANDBY ) 
状態では正しい録音ができません。 

固アナログ音声入力端子 （ DVD ) 

• DVD プレーヤーなどのアナ□グ音声 
化力 〔ANALOG OUT ) 端子とピンプ 
ラグコードで接続しまず。…… (18) 

画アナログ音声入出力端子 
(TAPE INPUT / OUTPUT ) 
•テープデッキなどの録音入力 (LINE 
IN または REC ) 端すおよび再生化力 
(LINE OUT または PB ) 端子をピンプ 
ラグコードで接続しまず。 

. ( 20 , 21 ) 
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回スピーカー端子 

(SPEAKER SYSTEMS ) 

•フ□ント用スピーカー ( SC - AM 380) 
と スピーカ ー端す（左 （ FL ) /ち ( FR )) 
を付属の スピーカー コード B で接続し 
まず。 

•センター用スピーカー ( SC - CM 380) 
とスピーカー端子 （ C ) を付属のスピー 
力ーコード B で接続しまず。 

•サラウンド用スピーカー ( SC - AM 380) 
とスピーカー端子（左 （ SL ) /ち ( SR )) 
を付属のスピーカーコード A で接続し 
まず。 

•サブウー八一 ( DSW - M 380) とスピー 
力一端す ( SW ) を付属のスピーカー 

コード B で接続しまず。 .(14) 

画サブウー八ープリアウト端子 

(SW PRE OUT ) 

•おがみにより市販のアンプ内蔵サブ 
ウー八一を市販のピンコードを使用し 
て接続ずることができまず。 

画システム端子 

(SYSTEM CONNECTOR 1, 2) 

• MD レコーダー （ DMD - M 33) または 
カセットデ、ソキ （ DRR - M 33) を組み 
合わせて使用ずるときじ、これ6の機 
器に付属のシステムコードで接続し ま 

ず。 . （20,21) 




本機と組み合わせてシステム動作が可能な機器は 
DMD - M 33、 DRR - M 33 のみです。化の機器 (CD 
プレーヤーや CD レコーダー，チューナーなど） 
を接続しても，システム動作はしません。 
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ご使用になる前に 



付属のリモコン 〔 RC -1025) を使うと、離れたところから 
本システムをコント□ールずることができます。 


乾電池の入れかた 

® 矢印のように押してスライドさせ裏ぶたを外しまず。 



感単4お乾電池に本）をそれぞれ乾電池収納部の表示通り 
じ入れてください。 



感裏ぶたを元通りにしてください。 



• リモコンには単4お乾電池をご使用ください。 

•リモコンの使用◎数にもよりまずが、乾電池は約1年毎に新しいも 
のと交換してください。 

•1 年経っていなくてもリモコンを本機の近くで操作して本機が動作 
しないときは、新しい乾電池と交換してください。 

•付属の乾電池は動作確認巧です。早めに新しい乾電池と交換してく 
ださい。 

• 乾電池を入れるときは、リモコンの乾電池収納部の表示通りに货 
側•©側を合わせて正しく入れてください。 

•破損、液漏れの恐れがありますので、 

-新しい乾電池と使用した乾電池を混ぜて使巧しないでください。 

-違う種類の乾電池を混ぜて使巧しないでください。 

-乾電池をショートさせたり、分解や加熱または乂に投人したりし 
ないでください。 

• リモコンを長時間使用しないときは、乾電池を取り化してください。 
•万一、乾電池の液漏れがおこったときは、乾電池収納部内じついた 
液をよくがき取ってから新しい乾電池を入れてください。 

•乾電池を交換ずるときはあらかじめ交換用の乾電池を用意し、でき 
るだけ速やかに交換してください。 


リモコンの使いかた 


• リモコンは、図のようにリモコン受光部に向けて使用して 
ください。 

• 直綜距離でお 7 m 離れたところまで使用できまずが障害物 
があったり、リモコン受光部に向いていないと受信距離は 
短くなりまず。 

• リモコン受光部を基準じして左ち30°までの範囲で操作で 
さまず。 



•リモコン受光部に直射日光や照明器具の強い光が当たっていたり， 
リモコン受光部との間に障害物があるとリモコンが動イ乍しに<<な 
ります。 

•本体とリモコンの操作ボタンを同時に押さないでください。誤動作 
の原因じなります。 
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ご使用になる前に 


リモコンボタンのを前とはたらき 


各ボタンのはたらきなど、詳しい説 S 月じついては （） 内のページを参照して下さい。 



田ス IJ - ブボタン 

スリープクイマーを設をずるときに押し 

まず。 .(39) 

回カセットデッキの操作ボタン 

DEMON 製カセットデッキの操作ができ 
まず。 

•正方向プレイボクン（►〇 
カセットデッキの正方向の再生または 
録音をはじめるときに押しまず。 

•逆方向プレイボクン （◄) 

カセットデッキの正ち向の巧生または 
録音をはじめるときに押しまず。 
•ストップボタン （■) 

巧生または録音を停止ずるときに押し 
まず。 

•早をりボタン （►►) 

カセットテープを早送りずるときに押 
しまず。 

巧生中に押ずと、次の巧の頭化しがで 
さまず。 

•巻き戻しボタン （◄◄) 

カセットテープを巻き戻ずときに押し 
まず。 

巧生中に押ずと、現在の曲の頭化しが 
できまず。 

回 DVD 操作ボタン 

DEMON 製 DVD プレーヤーの操作がで 


さまず。 

•プレイボクン （►) 

DVD の再生を始めるときに押しまず。 
•ポーズボクン（ II ) 

DVD を一時停止ずるときに押しまず。 
•ストップボクン （■) 

再生を停止ずるときに押しまず。 

•ォートマチ、ソクサーチボタン 


(I 

巧の頭化しをおこなうときに押しまず。 


田テスト I -―ンボタン 

各チヤンネルの再生レベルを調整ずるテ 
ストトーンを ON/OFF しまず。 

.( 22 ) 

固インプツトモードボタン 

入力信号のモードを切り替えまず。 

.(24) 

两 音量+,—ボタン 

主音量を調をしまず。 .(19) 

团消音ボタン 

一時的に音を消しまず。もう一度押ずと 

音が化まず。 .(32) 

国] SDB / P.EQ ( SDB / プリセットイコライ 
ザー)ボタン 

SDB やプリセツトイコライザーで音質 

を切り替えまず。 .(32) 

回サラウンドボタン 

サラウンドモードを切り替えまず。 

.(24) 


画電源ボタン 

電源を 『 ON / STANDBY 』 じしまず。 

.( 19 ) 


回入力切替えボタン 

選ばれた入カソースに切り替えまず。 


(24) 


回 MD 操作ボタン 

DEMON 製 MD レコーダーの操作ができ 


まず。 

•プレイボクン （►) 

MD の再生を始めるときに押しまず。 
( DMD - M 33 とシステム接続時はプレ 
イ/ポーズ（►/ II )ボクンとして動作 
しまず。） 

•ストップボクン （■) 

再生または録音を停止ずるときじ押し 


まず。 


回選巧（セレクト ◄,►) ボタン 

サラウンドパラメークの違択やテスト 
トーンやチヤンネルレベル設定のレベル 
調をなどに使用しまず。 

. (17, 22, 23, 25〜 33) 


ご使用になる前に 
回パラメー タ ー( サラウンド パラメー タ ー) 
ボタン 

再生中のサラウンドモードに関係ずる各 
種パラメータを切り替えまず。 

.(26, 27) 

固チャンネル選巧ボタン 

再生レベルやディレイタイムを調をずる 
チャンネルを違択しまず。 

. (23,33) 

岡 才ートデコードボタン 

サラウンドモードをオートデコードモー 
ドじしまず。入力された信号により自動 
的にドルビーデジクル、 DTS 、 AAC サ 
ラウンドモードに切り替わりまず。 

.(26) 

回バーチャルボタン 

サラウンドモードをドルビーバーチャル 
スピーカーモードにしまず。このモード 
中に押ずと、巧生チャンネルを 2.1 ch 、 
3.1 ch 、 と 5.1 ch じ切り替えまず。 
.(29) 


13 








































































基本操作 


簡単に DVD ホームシァター を楽しむ 


•すべての接続が終わるまで、電源プラグをコンセントじ差し込まないでください。 

•接続の際，本機に付属の接続コード A , 己を使用します。コードの色と AV サラウンドアンプ 
( AVC - M 380) のスピーカー端子の色を合わせて接続して<ださい。 

• AV サラウンドアンプ背面のスピーカー端子は> 付属のスピーカーの接続害巧に設計されています。こ 
れ6の端子には> 絶巧に指定！•ソホの機器を接続しないで<ださい。誤動作を起こすだけでな<、 AV サ 
ラウンドアンプの故障や义がなどの原因にもなります。 

•電源プラグはしっかり差し込んで<ださい。不完全な接続は> 雑音発生の原因じなりまず。 

•接続コードと電源コードを一緒に束ねたり> 電源トランスのおくに接続コードを設置しますと> ノ、ム 
や雑音の原因となることがあります。 

•通電中は絶巧にスピーカー端子に触れないでください。感電する場合があります。 


保護回路じついて 

AV サラウンドアンプ （ AVC - M 380) じは保畫回路が内蔵されていまず。これはパワー 
アンプの化力が誤ってショートされた際に大電流が流れたり、非常に大きな化力があった 
場合に、スピーカーを保護ずるためじスピーカー化力を遮断しまず。 

また、内部温度が異常に上昇した場合に保護回路が動作し本体を保護しまず。（温度上昇 
じよる保畫回路動作時は、ディスプレイのボリユーム表示が点滅しスピーカー化力が制限 
されまず。さらに内部温度が上昇した場合、電源がスタンバイじなり電源表示インジケー 
ターが赤色に点滅しまず。）このような場合は、をず AV サラウンドアンプの電源プラグ 
をコンセントから抜き、接続コードや入カコードの配綜じ異常がないかをお認の上 、 AV 
サラウンドアンプがをえるのを待って周囲の通風状態ををくしてからもう一度電源を入れ 
直してください。 

配綜や AV サラウンドアンプの周囲の通風に問題がないにも関わ6ず、保畫回路が動作し 
てしまう場合は、 AV サラウンドアンプが故障していることも考えられまずので、 AV サ 
ラウンドアンプの電源プラグをコンセントから抜いた上で弊社のお客様相談窓□または修 
理巧談窓□じご連絡ください。 


基本操作 

スピーカーシステムの 接続 


本機に付属の接続コード A 、 B を使用しまず。コードのをと、 AV サラウンドアンプのスピー 
カー端すのをを合わせて接続してください。 

※付属の接続コードの色ラベル付のちをブラス （+) 側に接続してください。 


フ□ント巧スピーカー 
む (SC-AM380) 


センター巧スピーカー 
(SC-CM%0) 


フ□ント用スピーカー 
左 (SC-AM380) 



【スピーカーラベルの説明】 



※スピーカーを設置ずる位置に応じて、そ 
の色の接続コードを使用して、 AV サラウ 
ンドアンプと接続しまず。 


心ピーカー設置時のご注意 


テレビまたは モこ ター受像機に近付けるとスピー 
カーの磁気により画面に色ズレが生じることがあ 
ります。この場合は影響のない位置に離してくだ 
さい。 
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基本操作 

■ スピーカー端子への接続ちミち 



•プラス （+) とマイナス （一) を間違って接続したリ> 左ちのスピーカーを 
間違えてお攝しないでください。 

•付属の接続コードの表示色のちをプラス （+) 側に接続してください。 

•回路の故障を防ぐため，接続コードのな綜のプラスとマイナスまたは L / R を 
絶巧にショートさせないでください。 



本機に付属の接続コード A 、 B を使用しまず。接続コードは色別プラグおよびラベルで色分 
けがされていまずので、 AV サラウンドアンプのスピーカー端子と同色になるようじ接続し 
て < ださい。 

※付属の接続コードの色ラベル付のちをブラス （+ ) 側に接続してください。 

•接続コード A (10 m)、B (3 m ) は、次のように接続してください。 


AVC - M 380 のスピーカー各スピーカーのスピーカー 


端子へ 

r —— ^ (3m) 

端子へ 

_ r=i l=»=f#l + 

卜 K I り」、 

f —,_ (3m) 


し[汗ぶ I とじ U - ) — 

^ (3m) 


FL I 白 

f — 'i _1_ ^.dOm) 

CP 1 w — 

— ^ - _'」 

—— + 

H (加） 

が 1 - f - 

阿 + 

oWI が 1 H - ■， — 

SL 面^^ S - 

- 心 -- 

づ t=rFi 4. 


①端すレバーを押し下げま 
ず。 


③コードのな綜を巧の中に 
差し込みまず。 

③レバーを離しまず。 




④接続コードを藍く引つ 
張って抜けないことを巧 
認してください。 



接続コードのプラグはしっかりと奥まで差し込んで<ださい。接続が不完全でずと、雑音 
や動作不良の原因じなりまず。 

①スピーカー端子の色に合わせて接続しま 



ず。 

② プラグは「カチ、ソ」と音がずるまで、しつ 
かり奥まで差し込んで < ださい。 

あ緑、白：□ックレバーを上にして差し 
込む。 

陕、嚴青：□ックレバーを下にして差し 
込む。 

③ プラグをクトずときは、 □、ソ クレバーを押 
しながら抜きまず。 


基本操作 


■スピーカー接続コードの交換ち法 

付属の接続コードを延長したい場合など、スピーカー接続コードを交換ずることができまず。 


① □ックレバーと 反対側の リリース ボクン 
を押しながら、コードをプラグから抜き 
まず。 



み 


tV 


スボタン 


③交換ずるコードの先端の被覆をはがして、 
先端がばらけないようじしっかりよじり 
まず。 


③リリースボタンを押しながら、コードの 
極性+と一をプラグの+と一に合わせて 
な綜を差し込みまず。 


10 mm 

H - 1— 



④リリースボクンを離し、コードを藍く引つ 
張つて抜けないことを巧認してください。 



^ピーカー接続コード交換時のごを意 


•かな6ず AV サラウンドアンプの電源を切ってか6おこなってください。 

• ( + ) と (-) の芯線がショートしていないこと確認してか6、極性をまちがえないようじ正しく接続 
して下さい。 

•本機のスピーカープラグに接続できるスピーカー接統コードの太さは 1.2 mm 程度までです。 

• リリースボタン側を机など平らな面に押し付けてコードの抜き差しをずると簡単でず。 

•コードのお線がプラグか6はみ化したり、ショートしていないことを確認してから使巧してください。 
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基本操作 

■スピーカー設置のしかた 

スピーカーシステムのレイアウト（基本的なシステムレイアウト） 

※スピーカーシステム〔6台）とテレビを組み合わせた基本的なシステムレイアウトの例 
です。 



クイックセツトアップのしかた 


本機は工場化荷時に、あらかじめ一般的な内容にシステム設定がされており、システム変更 
をおこなうを要がなければ、そのままの状態で使用できまず。 

次のような場合はクイックセットアップをおこない、システム設定をしてからご使用くださ 
い。 

■ルーム設定 

6畳 W 上の広いスペースにスピーカーを設置ずる場合、下記ルーム設定で部屋の大きさを 
違択して下さい。 


:工場出荷時の設を 
< >:ディスプレイ表吊内容 


設定項目 

設定内容 

ルーム設定 

< ROOM 

SETUP > 


<6 (2.7 X 3.6) > 

<8 (3.6 x 3 .目） > 

< 12(3.6 x 日. 4)> 

く 15 (4.5 x 54) > 

<20 (4.5 X 7.4) > 

C 部屋の大きさ 
の目を） 

6 畳相ち 

8 畳相当 

に畳相当 

15 畳相当 

20 畳相ち 


基本操作 


■ファンクション設定 

MD 、 TAPE 、 TV / AUX 1、 MD / AUX 2 ファンクションのデジクル入力、アナ□グ乂化力設 
をを行いまず。 

1つのファンクションじデジタル入力とアナ□グ乂化力の割り当てを行えば、本機とデジク 
ル信号接続してサラウンド再生をしながら、 MD などの録音機器にステレオアナ □ グ録音を 
同時に行うことができまず。 

(他の機器との接続のしかたは、19〜22ページを参照してください。） 


:工場出荷時の設定 
< 〉：ディスプレイ表示内容 


設定項目 


ファンクション設定1 

< FUNC.SETUP 1 > 


ファンクション設定2 
< FUNC.SETUP 2 > 


設定項目 


< TAPE >を選択したとき 


人カ ソース 

割り当て 

TAPE 

アナ□グ入出力 

TV / AUX 1 

デジタル人力 


く MD > を選択したとき 


人カ ソース 

割リ当て 

MD 

アナ□グ人化力 

MD / AUX 2 

デジタル人力 


く TV / AUX 1 >を選択したとき 


人カ ソース 

割リ当て 

TAPE 

X (無効） 

TV / AUX 1 

アナログ人化力/ 
デジタル人力 


く MD / AUX 2 >を選択したとき 


人カ ソース 

割リ当て 

MD 

アナ□グ人出力/ 
デジタル人力 

MD / AUX 2 

X (無効） 


この設走により切替え可能なファンクシヨンの数は々のようじなりまず。 


:工場化荷時の設を 


ファンクション設定 1 

ファンクション設定 2 


TAPE 

MD 

广 D 弧 —— MD 一一 TAPE P 郎 TABLE つ 

1 - ► 祁 ). ，柳 , S :, ,2 1しレ神-削 - ' 

TV / AUX 1 

MD 

r^DMD 前) -- ► F ■谎 T 徘 1 臣つ 

' - ► 弛).....任眼’ 2 一 T り....巧呢! ^ - ' 

TAPE 

MD / AUX 2 

广郎 D —► MD —— TAPE PC 巾: TABLE つ 

1-- n . レ.訊お! - ' 

TV / AUX 1 

MD / AUX 2 

レリレ < ► け。 - ► ド。だ！け巨 LE つ 

1 - ► TI. レ訊剧 ^- 1 
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基本操作 

■クイックセツトアップのしかた 


2,3 4 



由 g 


gLq 

GTo 


000 

0 vr) 


0 

O ' 


□面 Br 

田ご □ 



■4 


づ電源を切ります。 

I •スタンバイ状態じなり、電源表示インジケーターがホ 
色になりまず。 

2 メニユー/セツトボタンを2秒じ(上押します。 
•ディスプレイが点好し、 " QU に K SETUP " が表示さ 
れまず。 


3 メニユ ー /セットボタンを押すごとに設定したい項目を 
表示します。 

•押ずごとじ次のよクに変わりまず。 





• 設をずる項目で 1 秒経つと、現在の設走値が表示され 
まず。 


4 セレクト◄、►ボタンで設定したい内容を選択し 
ます。 

• 変更しない場合は、そのままメニュー/セツトボタン 
でさりまず。 

5 メニュー/セツトボタンを巧して一巡すると終了 
し、スタンバイが態にもどります。 


基本操作 
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基本操作 

DVD プレーヤーと TV を接続する 


接続の際は、各機器の取扱説明書もあわせてご覧ください。 

接続コードをそれぞれの端子に闇違えないようじ接続してください。 

MD レコーダーやカセットデッキへのアナ□グ録音のため音声ピンプラグコードも接続して 
ください。 

《ドルビーデジタル、 DTS などマルチチャンネル信号を再生ずる場合は、デジタル音声の 
接続が必要でず。 MD レコーダーやカセットデッキへのアナ□グステレオ録音のため音声 
ピンプラグコードも接続してください。 


アナ□グ音声入力端子への接続じついて 

• ブレー中一の音声出力 !: AUDIO OUT ) 端子と本磯の 
DVD 音声人力 （ IN ) 端子を付属または巿販の音声ピン 
プラグケーブルで接続しまず。 


デジタル入力端子への接続じついて 

• DIGITAL 日 UTPUT 端子が付いてし'!る磯器を接続します。 
• 光伝送 ( OPT に AL ) の接続は、付属品または市販の光 
伝送ケースレ(角お）を使用して接続してください。 
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本機には、映像信号入化力端子と切り替え機能がありません。テレビの切り替えをご使用ください。 
DVD プレーヤーとテレビの映像接統の方法は、各機器の取撒説明書をご覧ください。 

DVD プレー中一で DTS ダウンミックス機能を搭載していない機器では、 DTS ソースのアナ□グステ 
レオ音声が化力されません。他の録音機器へのアナ□グ録音はできません。詳細は DVD プレーヤーの 
取扱説明書を参照ください。 

付属の光伝送ケーブル挿入時には先端のキャップを外してください。 





































































































基本操作 


最適なサラウンド再生を楽しむためじ 

工場化荷時（初期値）の設定でサラウンド巧生を楽しむことができまずが、より最適なサラ 
ウンド再生をおこなうためには、テストトーンによる各チヤンネルレベルの調整やスピー 
カーの距離設定（ディレイクイム）などを設走ずることをおずずめしまず。 

詳細は（22、23ページ）を参照して設走をおこなってください。 


DVD ソフトをサラウンド再ちする 


14〜18ページを参照して、接続に聞違いがないことをお認しまず。 


1電源を入れます。 

• ディスプレイが点なしまず。 

• 電源を人れてか6音芦が出力されるまで,雑音を防止する 
ミューティングが動作し,数秒かかります。 

2 入カソース " DVD " を選択します。 


3 サラウンドモードを " AUTO DECODE ” じします。 
下記の表巧になります。 


OUI STANDBY 



(本体） 


…賊摧 N 。 


《信号が人力されていない場合 


(本体） 


4 DVD ソフトの再ををします。ソフトの種類じよって、下記の表巧に蜜わります 

例）ソフト再を例）なソフトち生時 


巧想 


(リモコン） 


FUNCTION 入力切を 

(◎) 


(リモコン） 




(リモコン） 


例） lii ソフト再生時 


-技 


技 


• ドルビーデジタルサラウンド 
再生しまず。 

5 音量を調節します。 


► DTS サラウンド再生します。 


• オートステレオではステレオ 
再生しまず。 


-音量びま音量 
レベル表示に 
表示されます。 



»人カモード 「 AUTO 」 、サラウンドモード 
「AUTO DECODE 」 では、再生したディスクの 
信号によって、ドルビーデジタル/ DTS / PCM を選択し、 

ドルビーデジタル / DTS / 才ートステレオのいずれかの方まで 体体） 

自動的にデコードおよび再生をおこないまず。 

>サラウンドモードやサラウンドパラメータなどの詳細は『サラウンド機能の操作のしかた』 
に2〜3日ぺージ)を参照ください。 


〔リモコン） 


接続のしかた 


BS 、 地上波デジタルチユーナーや VTR 音声の接続のしかた 


映像信号は直接テレビに接続して、テレビで切り替えてください。 
接続の際は、各機器の取扱説明書もあわせてご覧ください。 


BS / CS / 地上波デジタルチューナ ー 


光デジタル入力端子への接 
続について 

• 光デジクル入力端すに入力さ 
れるのは音靑信号のみでず。 
•光伝送 （ OPT に AL ) の接続に 
は付属または市康の光伝送ケ 
ーブルを使用してください。 


L ^ s / cs / 地上波デジタル チユーナーの 接続 I 

• 光;デジクル出力端す付きの機器はデジタル 
出力 （DIGITAL OUTPUT ) 端子と本機の 
DIGITAL TV / AUX 1 端子を光伝送ケープ 
ルで接続しまず。 

音声出力 （ AUDIO 日 UTPUT ) をま妄続ずる 
場合は、本機の空いている MD IN または 
TAPE IN 端すに接続します。 



>本機でテレビ音声を再生ずる 
場合はテレビの音量を0 ( 最ル) 
にしまず。 


>ビデオデッキの音声出力 （AUDIO OUT ) と 
音声入力 （AUDIO IN ) 端子を本機の空い 
ている MD または TAPE の IN と OUT 端すに 
ピンプラグケーブルで瞎編しまず。 

ビデオデッキ 


3C 


◎ 
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接続のしかた 


•本機の MD ( OUT ) 端子は DVD または TAPE ( IN ) 端子に接続されたアナ□グ音声信号のみ化力さ 
れるよう設をされていまず。デジタル音声入力端子に接続された機器からの音声信号は出力されませ 
ん。 

•同様に本機の TAPE ( OUT ) 端引ま DVD または MD 〔 IN ) 端すじ接続されたアナ□グ音声のみ化力さ 
れまず。 

•デジタルチューナーのように光デジタル出力を TV / AUX 1 じ、アナ□グ音声化力を TAPE ( IN ) 端すじ 
接続して使巧ずる場合は、クイックセットアップのファンクション設をを TV / AUX 1 じ設をしてくだ 
さい。（設定は16ぺージ参照）デジクル人力 TV / AUX 1 とアナ□グ音声入力 TAPE ( IN ) が TV / AUX 1 
ファンクションとして同時に選択され、本機でデジタル入力のサラウンド再生をしなが6、 MD など 
の録音機器にステレオアナ□グ録音ずることができます。 

• MD や TAPE ( OUT ) 端すにお続された機器で歸音をおこなう際にはおず本機の電源を ON [こしてく 
ださい。 スタンパイ 〔 STANDBY ) 状態では正しい録音ができません。 

•付属の光伝送ケーブル挿入時には先端のキャップを外してください。 
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接続のしかた 


D - M 33 シリーズ機器とのシステム接続のしかた 


本機は D - M 33 シリーズの MD レ〕ーダー ( DMD - M 33)、 カセットデッキ （ DRR - M 33) 
とシステム接続して使用ずることができまず。 

別売りの MD レ〕ーダー ( DMD - M 33)、 カセットデッキ （ DRR - M 33) の操作のしかたは、 
を機器に付属の取扱説明書をご覧<ださい。 

本機と直接システム接続できる機器は MD レコーダー ( DMD - M 33)、 カセットデッキ 
( DRR - M 33) でず。 

•すべての接続が終わるまで，電源プラグをコンセントじ差し込まないで<ださい。 

•左ちのチャンネルを巧かめてか6,正し < L と L (白）、 R と R (赤）を接統して<ださい。 

•電源プラグは巧実に差し込んで<ださい。不完全な差し込みは雑音発生の原因じなります。 

•接続コード類と電源コードを一緒にまねたり、化の電気製虽のお<じ接続コードおをぶづけたりする 
と雑音の原因のなることがあります。 

•ファンクション切り替えボクン ( FUNCTION ) で選択されたファンクションの人力端子に，機器を接 
続していない場合、他の入力端すじ接続された機器の再生音が漏れることがあ y ます。 


システム接続じついて 

• 本機とシステム接続してシステム動作をおこなえる MD レコーダーおよびカセットデッ 
キはそれぞれ1台でず。 MD レコーダーやカセットデッキを2台システム接続ずると、 
正常なシステム動作がおこなわれません。 

• さ■機器聞のずべてのステレオ音声コードとシステムコードを接続しないと、オートファ 
ンクション機能などのシステム動作がおこなわれません。各機器聞のずべての接続コー 
ドはお実に接続してください。 

• 動作中にシステムコードなどを抜くと誤動作の原因になりまずので、あず電源プラグを 
コンセントか6抜いた後で接続の変更をおこなってください。 

• システムコードは化機器のあいている端す1または2に差し込んでください。 

• MD レコーダーの光デジクル化力を本機の MD / AUX 2 端すじ接続して使用ずる場合は 
クイックセットアップのファンクション2設走を" MD / AUX 2" じ設走してください。 （16 
ページ参照） 





接続のしかた 


接続のしかた 


广ス ピーカーシステムの接続 、 

『スピーカーシステムの接続 J (14 ページ）じよ 
り正しく接続してください。 


5 〇 
© 


〇 〇 0 〇 0で 


0 
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操作のしかた 


ポータブル機器と接続して使う 


お手持ちのポータブル機器の音声化力端子を本機のポータブ 
ル入力端子につなぐと、簡単に高音質で音楽を楽しむことが 
できまず。 

接続ずる前に各機器の電源を切ってください。 

各プラグは確実に差し化んでください。 


2 



i ポータブル機器の音声出力端子と本機の 
# PORTABLE IN 端子を接続します。 

2 ファンクションつまみを回すか、入力切替ボタン 
を押して PORTABLE に切り替えます。 

•音が歪む場合じは、音源からの化カレべル（ボリュー 
ム）を下げて、本機のボリュームをあげると改善され 
ることがありまず。 

• ノイズが多い場合じは、ポータブル機器の化カレべル 
〔ボリューム）を上げて、本機のボリュームを下げる 
と改善されることがありまず。 


み 

• 接続前に各機器の電源を切ってください。 

•プラグはしっかりと差し込んでください。不完全な接続は、雑音発 
生の原因になりまず。 

•接続コードと電源コードを一縄に束ねまずと、八ムや雑音の原因に 
なることがありまず。 

• PORTABLE IN 端子は、ポークブルオーディオプレー中一の化力 
レベルに含わせた感度設定[こなっていまず。そのためこの端子に据 
置型プレーヤーの音声化力を接続すると、突然に大きな音が化て聴 
力障害などの原因になることがありまず。 

•据置型プレーヤーなど化カレべルの高い機器は本機背面の外部機器 
入力端子をご利用ください。 

• PORTABLE IN 端子の最大許容入力は1 Vrms です。 


揉作のしかた 


サラウンド機能の操作のしかた 


サラウンド再生の前に 

田テスト!ンじよる再をレベルの確認と調節 

再生の前に、をずテストトーンじより各スピーカーの再 
生レベルのお認と調節をおこなってください。 

テストトーンで調節したチヤンネルレベルはずべてのサ 
ラウンドモードに適用されまず。 



〇 〇 〇 
y り— 


テストレン 

〇〇 


预 


.... 1 —- 丑巧-1 

白旧曰 


-11 


ご□日 


I □ □ 〇 7 


2 

3 


7 才ートデコードボタンを巧して才ートデコード 
モードじしてからテストI'ーンボタンを押します。 


2 テストトーンがさスピーカーから出力されますの 
で、本体の MASTER VOLUME つまみを回すか、 
またはリモコンの音量ボタンを巧して調節しやす 
い音量じします。 



音量がディスプレ 
イに表示されます。 


3 各スピーカーか6出力される音量が同じじなるよ 
ろじ選択◄，►ボタンで調節します。 

• 各チヤンネルレベルは+ 12 dB まで調をできまず。 

4 調節が終わったら、もろ一度テストトーンボタン 
を押して、終了します。 
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操巧のしかた 

回再ち中のチャンネルレベルの謂節 

テストトーンによる調を後も、再生ずるプ□グラムソー 
スまたはお巧みに合わせて、下記の操作により各チヤン 
ネルレベルの調節をおこなうことができまず。 

調節したレベルは各サラウンドモードごとに自動的に記 
憶されまず。 




〇 

0 

〇 

〇 
Q 

〇 
〇 

〇 


〇 

©16 

〇画〇 

〇ぶ 

切 

皆口 



真白な! 


DEMON 


2,4 
ブ '3 


操作のしかた 


づリモコンのチャンネル選択ボタンを押します。 

I •下記が表示されまず。 



2 上記表示中に選択◄ボタンで LEVEL を選択しま 
す。 

• 下記のレベル表示となりまず。 



3 再生中に、レベル調節したいスピーカーを選択し 
ます。 

《チャンネル選択ボタンを押ずたびに次のようじ切り替わ 


りまず。 


I - -T フロント左 I — H センター h - H フロントち I - 1 

(END) I ,_, ,_, ,_, I 

—= U サブウーハーサラウンド左]^^ラウンドも 1-^ 


4 チャンネルレベル表示中に選択したスピーカーの 
音量レベルを調節します。 

• 名■チヤンネルレベルは+ 12 dB まで調節できまず。 

《チヤンネルレベルの設定が終了したら操作3で END (終 
了）を逞択しまず。数秒経つと表示が通常状態に戻りまず。 
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揉作のしかた 


操作のしかた 


入カモードの設定 



5 


ファンクションつまみを回して（リモコンは入力 
切替ボタンを巧して）再生したい入カファンクショ 
ンを選択します。 

• ファンクションが次のようじ切り替わりまず。リ モコ 
ンで操作した場合は、—方向のみ切り替わりまず。 

广 DVD 一 MD 一 TAPE 一 PORTABLE**TV/AUX1*n 
I -- MD/AUX2 --1 

2 入カファンクションに DVD、TV/AUX 1 または 
MD/AUX2 を選んだときは、リモコンのインプッ 
トモードボタンを押して入カモードを選択します。 


2 


3 



〇 〇 

I Ml 牌 

巧 OL 0 ——ブ 

Q Q 〇 

〇 〇 〇 

(::; }::) — 


OCDO 

■m ' 



I 己日日 
己曰已 

n サラウンド 

口 QJ 

'' ' — ■ ' I 

I I 



※通常は 「 AUTO 」 モードで使用しまず。 

|— ►AUTO—►PCM—^DTS—►ANALOG —, 

《入カファンクションじ TV / AUX 1、 MD / AUX 2 を逞んだ 
場合は、 『 ANALOG 』 は逞択できません。 

《クイックセットアップの『ファンクション設定 2 J(FUNC 
SETUP 2) で MD / AUX 2 を逞択した場合、 MD ファンク 
ションの入カモード逞択をおこなうことができまず。 

【入カモード選巧機能じついて】 

• DVD 、 TV / AUX 1、 MD / AUX 2 の人カファンクションじ 
ついて選択ずることができまず。 

• 入カモードは、を入カファンクションごとに逞択ができ 
まず。また、選択された入カモードは入カファンクショ 
ンごとに記憶されまず。 

•上記 W 外の入カファンクションでは "ANALOG ONLY " 
と表示され、逞択できません。 


AUTO けートモード） 

• 選択された入カファンクシヨンごとにデジタル入力端子- 
アナ□グ入力端子に入力されている信号の種類をお化し、 
自動的に本機のサラウンドデコーダー巧部のプ□グラム 
を切り替えて再生ずるモードでず。 

• デジタル信号の有無をお化して、入力されている信号を 
判断し、 DTS / ドルビーデジクル / AAC / PCM いずれか 
のち式で自動的にデコードおよび再生をおこないまず。 

• デジタル信号が入力されていない DVD の場合は、アナ 
□グ入力端子を逞択しまず。 


PCM ( PCM 信号再生専用モード） 

• PCM 信号が入力されたときだけデコードおよび再生を 
おこないまず。 

DTS ( DTS 信号再生専用モード） 

• DTS 信号が入力されたときだけデコードおよび再生をお 
こないまず。 

ANALOG (アナログ音声信号再生専用モード） 

• アナ□グ入力端子に入力されている信号の再生をおこな 
いまず。 （ TV / AUX 1、 MD / AUX 2 では達択できません。） 

《クイックセットアップの『ファンクション設走 1 KFUNC . 
SETUP 1) で TV / AUX 1 を達択した場合は 『 ANALOG 』 
も選択できまず。 

3 本体のサラウンドモードボタンまたはリモコンの 
サラウンドボタンを巧してサラウンドモードを選 
択します。 

• 下記のように切り替わりまず。 

入力信号: PCM. アナ□グの場合 

I— ► AUTO DECODE-^ 5州 STEREO—► HALL—► CINEMA - 1 

LdIRECT 卜 STEREO DOLBY VS--- GAME 和 CONCERT^ 

入力慢号:デジタル （Dolby D 间 tal、DTS、AAC) ①場舍 
AUTO DECODE—► DOLBY VS—► STEREO—► DIRECT-] 


4 


選択した機器の再生をはじめます。 


《操作のしかたは、各機器の取扱説明書をご覧<ださい。 


5 本体の MASTER VOLUME つまみを回すか、ま 
たはリモコンの音量ボタンを押して音量を調節し 
ます。 



音量がディスプレ 
イ【こ表示されます。 


《音量は0(最小)〜目0(最ガの範囲で調節できまず。但し、 
入力信号、サラウンドモード、スピーカー設走およびチヤ 
ンネルレベルの設走じよっては、音量が日0まで調整で 
きないことがありまず。 
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操作のしかた 

f DTS ソース①再ををおこなう場合の入カモード^ 

• DTS 対応の CD を 『 PCM 』 モードで再生ずると 、 DTS 
再生できないためノイズが化力されまず。 

DTS 対応のソースを再生ずる場合は、あず入カモード 
を 『 AUTO 』 または 『 DTS 』 に設をしてください。 
•『 AUTO 』 モードで DTS を再生した場合、再生の始め、 
およびサーチ中にノイズを発生ずる場合がありまず。こ 
^のような場合は、 FDTSJ モ^ドで再生してください 。 J 


f CD ソース①再ををおこなろ場合の入カモード ') 

『 AUTO 』 モードでライブ録音などの CD を再生した場 
合、再生の始めの音声が若干途切れる場合がありまず。 
^このような場合は、 『 PCM 』 モードで再生してください cj 



入カモード①表术 


点灯 ■; 作 1 - 

く AUTO モ—卜） aUTOIDIG ANA ミ ITS | PCM | AAC|CQ DIGITAL 

t 入力信号によって点の 

〈D に ITAL PCM 〉 

、 1 / \ 1 / 

こし — D にい J 二 |DTS PCM lAAClEXl DIGITAL 

/D に ITAL DTS\ 

\ モ-ド / 

\ 1 / 、 1 / 

AUTO DIG Ar-vA DTS j PCM| AAC | DIGITAL 

(ANALOG モ-ド) 

AUTO DIG ANAJ DTS I PCM | AAC | DIGITAL 

© 入力信号の表示 

1 、 1 / 

(DOLBY DIGITAL) XT DIG ANA |DTS |PCM | ュ马 C |DIGITAL- 

' グ 1 〜 

<DTS) 

\ 1 / 、 1 / 

J 一 0 DIG い 1 DTS 1 ド CM 1 AAC 1 □□ DIGITAL 

1 / 1 \ 

<PCM) 

、 1 / 、 1 / 

一 TO D に Ar-I DTS 1 PCM 1 AAC 1 □□ DIGITAL 

<AAC) 

AL Cj DIG ANA 1 DTS 1 PCf、| AAcl^J 己 DIGITAL 


《デジクル信号が正常に入力されると ■'DIG ' が点好しまず。 
点滅している場合は接続が正しいか、または入力機器の 
電源が入つているかを巧認してください。 

V. _ ノ 


操巧のしかた 

■再生しているプ□グラムソース、各種設定などを確 
認するじは 

◎本体の メニユ ー/ セツトボクンを押して " STATUS " 
を表示させてからセレクト ◄. ►ボクンで表示しまず。 


MENU/SET < SELECT ► 



(本体） （本体） 

◎セレクト ◄, ►ボクン押ずたびに、ディスプレイに現在 
のプ□グラムソースやサラウンドの各種設走がお認で 
さまず。 

◎ボクン操作を止めて数秒経つと表示が适常状態に戻り 
まず。 
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揉作のしかた 


操作のしかた 


才ートデコードモードでの再生のしかた 


オートデコ ー ドモードでは入力された信号フォーマツトに応 
じてドルビーデジクル、 DTS 、 AAC のマルチチャンネルソー 
スに対して自動的にデコードし、マルチチャンネル再生がで 
さまず。 

2チャンネルソースに巧しても2チャンネルモード設走じよ 
リオートステレオ、ドルビープ□□ジ 、ソク n で再生できまず。 
•オートステレオ： 

ステレオ2チャンネル再生をしまず。 

• ドル ビープ□□ジ、ソク n : 

シネマ、5 ユージ、 ソク、ゲームモードでマルチチャン 
ネル再生しまず。 

田ドルビーデジタル、 DTS 、 AAC サラウンドの再を（デジ 
タル入力のみ） 

◎ 適応ソース 

'• デジタル入力 \ 

( DVD , TV / AUX 1、 MD / AUX 2 フアンクシヨン） 
ドルビーデジクルマルチチャンネルソース 
、 DTS ソース、 AAC マルチチヤンネルソース ノ 



P 円冉留，田3マークが付いたプ□グラムソース 
または AAC のプ□グラムソースを再ちします。 

• ドルビーデジクルソース巧生中は、ドルビーデジクル 
表示が点好しまず。 

田口〇に ITAL っ广点な 

• DTS ソース再生中は、 DTS 表示が点财しまず。 

1075っ广点な 



• AAC ソース 再生中は、 AAC 表示が点なしまず。 

[ AAC っ广点な 

《再生ソースのフォー マツ トに応じて自動的に切り替わり 
まず。 


5 サラウンドパラメータボタンを押すと ソース じ合 
わせてサラウンドパラメーターを表示します。 

《調節できるパラメータが無い場合は表示されません。 

6 各種サラウンドパラメーターを表示中にセレクト 
◄，►ボタンまたは選択◄，►ボタンで設定します。 

《パラメークー表示中に4砂圍操作しないと、を常表示に 
戻りまず。 

◎ 二重音声の情報がある AAC またはドルビーデジタル 
ソースを再生する場合 

音声出力内容を設走ずることができまず。 

• 二重音声出カモードが表示されまず。 


づデジタル入カファンクションを選択します。 

'( DVD または TV / AUX 1、 MD / AUX 2 のデジタル 
入力） 




2 


入カモードを 『 AUTO 』 じ設定します。 


《 DTS ソースは入カモード 『 DTS 』 でも再生できまず。 


3 サラウンドモードを 『AUTO DECODE 』 に設定し 
ます 

• リモコンはオートデコードボクンで達択できまず。 


《二重音声ソースの時のみ表示され調をできまず。 

MAIN : 主音声が化力されまず。 

SUB : 副音声が化力されまず。 

MAIN/SUB :左チャンネルか6主音声、ちチャンネ 
ルか6副音声が化力されまず。 

《サラウンドパラメークーの設をが終了した6、ボクン操 
作を止めて<ださい。数段圍経つと表示が通常状態に戻 
り、設定した内容は自動的におをされまず。 
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操巧のしかた 

回2 チャンネルモードの設定（才ートデコードモードでの 
2 チャンネルソース①再生） 

入力信号が 2 ch の場合には、 2 チャンネル モ ードの設 
をじより 2 つのデコードモード（ドルビープ□□ジ 、ソク 
正 オートステレオ）から選択して設走できまず。 

ドルビープ□□ジ、ソク n : 

2 ch ソースを ドル ビープ □□ジ 、ソク n 処理によりマルチ 
チャンネル再生しまず。（アナ□グ入力の工場化荷設定： 
ドル ビープ □□ジ 、ソク n シネマ） 

オートステレオ： 

2 ch ソースを 2 ch ステレオ再生しまず。（デジタル入力 
の工場化荷設定） 

◎ 適応ソース 

'• デジクル入力 

( DVD 、 TV / AUX 1、 MD / AUX 2 フアン クシ ヨン） 

ドルビーデジタル 2 ch ソー义 AAC 2 ch ソース 
PCM ソース （96 kHzPCM ソース W 外） 

• アナ□グ乂力 

( DVD 、 MD、TAPE フアン クシ ヨン） 

I アナ□グ 2 ch ソース J 




3 

2 


操巧のしかた 

7 サラウンドモードを 『AUTO DECODE 』 じします。 
•"サラウンドモード"を表示した後、現在の2チヤン 
ネルモードを表示しまず。 

• リモコンはオートデコードボタンで違択できまず。 

2 サラウンド パラメーター ボタンを巧して、 2 ch モー 
ドを選択し ます。 


.... 卜 '1 ミ _! I U 二 :I 


《ドルビーデジクル、 AAC の 5.1 ch 信号や DTS 信号が入 
力されているときは、 2 ch モードの設走はできません。 

3 セレクト◄，►ボタンで巧望する 2 ch モードを選 
択します。 

• 押ずごとに次のようじ切り替わりまず。 



《 2 ch モードの設走内容の詳細は 28 ページ"サラウンド 
パラメークーに ついて ①" を参照してください。 
《AUTOST は DVD 、 TV / AUX 1、 MD / AUX 2 のデジタル 
入力で逞択できまず。（アナ□グ入力では AUTO ST は 
表示されません。） 

《サラウンドパラメークーの設走が終了したら、ボクン操 
作を止めて<ださい。数蛛園経つと表示が通常状態に戻 
り、設をした内容は自動的に巧をされまず。 



DVD . MD . TAPE ファンクションのアナ□グ人力を再をしている 
ときは， 2 ch モード「オートステレオ」は還択できません。ステレ 
才再生をおこなう場合は、サラウンドモードで 「 STEREO 」 を還択 
してください。 
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操作のしかた 


揉作のしかた 


f サラウンドパラメーターについて①（才ートデコード2チャンネルモード）^ 

1. AUTO-ST (才ートステレオモード） 

2ch ソースをステレオ 2ch で再生しまず。 

オートデコードモードでこのモードを選択ずると、 DVD や BS デジクルなどのマルチ 
チャンネルソースはマルチチャンネルのまま再生し、 CD などの 2ch ソースは自動的 
にステレオで再生しまず。 

2. DOLBY PLn CINEMA / PLn MUSIC / PLn GAME 

2ch ソースに対してもドルビープ□□ジ 、ソク n 処理じより、マルチチャンネルで再生 
しまず。 

• PLn CINEMA (ドルビープ□□ジック n シネマモード） 

ドルビーサラウンド録音された映画ソースをはじめ、一般的なステレオ録音ソースの 
再生に適したモードでず。高精度デコーダーによる5チャンネルデコードをおこない、 

2チャンネルソースでも360度均一なサラウンド音場を実現しまず。 

主にステレオ音楽成分を多く含むソースの場合、 MUSIC モードの方がより効果的な 
場合もありまず。試聴結果によって、劾果的なモードを選択してください。 

• PLn MUSIC (ドルビープ □□ ジック n ミュージックモード） 

ステレオ音楽信号のサラウンド再生に適したモードでず。音楽信号の残警成分に多く 
含まれる逆相信号の再生をサラウンドチャンネルでおこない、同時にサラウンドチャ 
ンネルの周波数特性をサラウンド音に最適化させることにより、自然な、且つ広がり 
感のある音楽再生をおこないまず。 

• PLn GAME (ドルビープ □□ ジック n ゲームモード） 

従来の MUSIC/CINEMA モードに加えて、ゲームに最適な GAME モードに対応して 
いまず。 

I GAME モードは、2チヤンネル音声に対してのみ使用できまず。 J 


• オートデコードモードで再生ずるとディスクや放送の内容によって再生モードが自動的に 
次のようじなりまず。（入カモード 『AUTO』、 2チヤンネルモード 『AUT0ST』 の時） 


r メディア 

ソフトの内容 

再生モード 


ドルビーデジタル 5.1ch/6.1ch 

5.1ch 再生 

DVD 

ドルビーデジクル 2ch 
(含むドルビーサラウンド 2ch) 

ステレオ再生 （*) 


DTS デジタル 5.1 ch 

5.1か再生 


A 

目. Ich サラウンド 

5.1ch 再生 

デジクル放送 

A 

2ch 

ステレオ再生 （*) 

C 

(含むドルビーサラウンド 2ch) 

V CD 

PCM ステレオ 

ステレオ再生 （*) J 


(ホ） 2 ch サラウンド（ドルビーサラウンド）やステレオのソフトを 5.1ch サラウンドで再 
生ずる場合は、2チャンネルモードを 『AUT0ST』W 外に設定をしてください。 
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操作のしかた 


操作のしかた 
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ドル ヒー パーチヤルス ピーカーモー ドでの再 
ちのしかた 

ドルビーバーチャルスピーカーモードは、ドルビーラボラト 
リーブの立体音響巧術でず。 

フ□ントとサブウー八一の 2.1 ch でマルチチャンネルサラウ 
ンドの音場を再生できるモードでず。 

本磯では 2.1 ch 再生の2スピーカーモード W 外に、センクー 
チャンネルを加えた 3.1 ch 再生の3スピーカーモードと 
5.1 ch で再生ずる5スピーカーモードが逞択できまず。（エ 
場化荷設を： 2スピーカーモード） 

2 スピーカー、 3 スピーカーモー ドでは標準とワイドの2 モー 
ドが逞択できまず。 

ドルビーデジクル、 DTS 、 AAC のマルチチャンネルソース 
だけでなく 2チャンネルソースにもタカま的でず。2チャンネ 
ルソースに対しては、ドルビープ□□ジ 、ソク n シネマじよる 
ドルビーバーチャルスピーカー再生ができまず。 

のドルビーデジタル、 DTS 、 AAC ①ドルビーバーチャルス 
ピーカー再生（デジタル入力のみ） 

適応ソース、操作のしかたは、26ぺージ『オートデコー 
ドモードでの再生のしかた』の『のドルビーデジタル、 
DTS 、 AAC サラウンド再生（デジクル入力のみ)』と同 
様でず。 


標準とワイドモードの切り替えは、操作5、6①サラ 
ウンドパラメーターで選択します。 

操作6①セレクト◄，►ボタンで下記のようじ切り督 
わります。 

2 SP Ref . 2 SP Wide (2 スピーカーの例） 

回2チャンネルソースのドルビーバーチャルスピーカー再生 

2チャンネル ソースで も、ドルビープ□□ジ 、ソク n シネ 
マデコードによるドルビーバーチャルスピーカー巧生が 
できまず。 

•上記のと同様、2スピーカー/3スピーカーモード（標 
準とワイド）と巳スピーカーモード（ワイド）巧生が 
できまず。 


サラ ウンド パラメーター じついて⑥ 

( ドルビーバーチャルスピーカーモード） 

1. Ref . (標準モード） 

標準的なモードでず。5スピーカーモードでは違択で 
きません。 

2. Wide (ワイドモード） 

フ□ントチヤンネルの音場を化大しまず。 


操作3でサラウンドモードを『 □□ VS 』 じ設定します。 
入力された信号フォーマットじ応じてドルビーバー 
チャルスピーカー再生されます。 

•リモコンではバーチヤルボクンで違択できまず。 

ドルビーバーチャルスピーカー再生中にリモコンの 
バーチャルボタンを巧すと、2スピーカーモード、3 
スピーカーモード、5スピーカーモードの切り曾え 
ができます。 

2/3 スピーカーモード： 

フ□ント 2 ch スピーカーの音場じついて標準モードとワ 
イドモードが逞択できまず。サラウンドスピーカーの設 
置がむずかしいときじ便利でず。 

5スピーカーモード： 

己. Ich 再生+フ□ント 2 ch スピーカー音場を化げるワイ 
ドモードで再生しまず。 

フ□ントスピーカーの圍隔がを分とれないときに便利です。 
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操作のしかた 

DSP サラウンドモードについて 


各サラウンドモードとその特長 

本機はデジクル信号処理じより、音場を疑似的に再現ずる高性能な DSP (デジタル-シグ 
ナル•プ□セ、ソサー）を内蔵していまず。なお、各サラウンドモードはアナ□グソースと 
PCM (96 kHz ソースを除く）ソースでお楽しみいただけまず。 



チヤンネルステレオ 

5 CH STEREO 

サラウンド信号の Lch にはフ□ント Lch の信号、サラウンド信号 
の Rch にはフ□ント Rch の信号を化力し、センクー ch には Lch 
と Rch の同相成分を化力しまず。ステレオサウンドを楽しむため 
のモードでず。 

2 

ホール 

反射音が回り化んでくるコンサートホールの雰囲気で楽しむための 
モードでず。 

3 

CINEMA 

モノラル録画の峡画ソースを広がりのある音場の雰囲気で楽しむた 
めのモードでず。 

4 

CONCERT 

天井がほいライブ八ウスのような場所でアーティストがずぐ近くで 
演奏しているような雰囲気で楽しむためのモードでず。 

5 

GAME 

ビデオゲームソースで楽しむためのモードでず。 


《再生ずるソースによっては、十分なタカまが得られないことがありまず。 


パーソナルメモリープラスじついて 


本機には、入カファンクションごとに違 
択されたサラウンドモードなどが自動的 
に記憶される『パーソナルメモリープラ 
ス』という機能を搭載していまず 。人力 
ファンクションを切り替えるたびに、前 
回使用されたときの記憶が自動的に呼び 
化されまず。 


◎ パーソナルメモリープラス機能で各入 
カファンクシヨンごとに自動的に記憶 
される内容 
①サラウンドモード 
③人カモード選択機能 
《サラウンドパラメークーおよび SDB / 
プリセットイコライザーの設を、を化 
カチヤンネルの再生レベルは、サラウ 
ンドモードごとに記憶しまず。 
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操作のしかた 















DEMON I 

I'， ■: I 
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2 
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ヘッドホンジャックじヘッドホン（別売り）を差 
し込みます。 

• へ、ソ ドホンプラグを差し込むと自動的にスピーカー化 
力が OFF となり、スピーカーより音は化ません。 



2 

3 


サラウンドパラメーターボタンを押してサラウン 


ドパラメーターを表示させます。 

各種サラウンドパラメーターを設定します。 


※パラメークー表示中に4秒圍操作しないと走常表示に戻 
りまず。 


DOLBY H モードの設走 


[ 


][ 


][ 


][ 


2チヤンネルモードの設を （2 チヤンネルソースのみ 
DOLBY H モード選択後、再度サラウンドパラメー 


ターボタンを押すと選択できます。） 


※通常の 2 ch ステレオで再生したい場合は、サラウンド 
モードボタンを押し "STEREO " または " DIRECT " モー 
ドを選択しまず。 

へ、ソドホン使用時は、サラウンドモードボタンを押ずご 
とに下記のように切り誓わりまず。 

- ► [)0 し控 V H - 


I DIRECT 


STEREO 


挺作のしかた 

サラウンド パラメーター じついて③ 

DOLBY H (ドルビーヘッドホンモード） 

DH 1. リファレンスルーム 

(かさな残響音の少ない部屋） 

DH 2 . ライブな部屋 

(DH1 よりやや残響聞のをい部屋） 

DH 3 . 大きな部屋 

の川より大きな部屋で距離感や音の化散 
タカ果が得られまず。） 

BYPASS ステレオ巧生になりまず。 

2チャンネルモード 

アナ□グ、 PCM など2チャンネルソースを再生中に選択 
できまず。下記デコーダーでマルチチャンネル化してから 
ドルビーへ、ソドホンで再生しまず。 

CINEMA ドル ビープ□□ジ、ソク n シネマ モード 
MUSIC ……ドル ビープ□□ジ、ソク n ミュージックモード ) 


I 


按巧のしかた 


本磯はドルビーラボラトリーズとレイクテクノ□ジー社との 
共同開発によるヘッドホン再生における立体音響巧術である 
ドルビーへ、ソドホンモードを搭載していまず。 

本磯のへ、ソドホン端すにへ、ソドホンプラグを挿入ずるとドル 
ビーヘッドホンモードじなりまず。（ステレオ、ダイレクト 
も選べまず。） 

ドルビーヘッドホンモードは、音場》力果により DH1、DH2、 
DH3 のモードと通常のステレオ再生をずる BYPASS の4 
モードが逞択できまず。 

ドルビーデジクル、 DTS、AAC、 のマルチチヤンネルソース 
に対応しており、2チヤンネルソースに巧しても2チヤンネ 
ルモード設をにより、シネマと ミ ュージ 、ソク モードでのドル 
ビーへ、ソドホン再生が違択できまず。 


3 2 


J 



白 - 


f 



ドルビーヘッドホンでの再生のしかた 
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揉作のしかた 


操作のしかた 


その他の操作のしかた 

田音質を調節するには 



7 SDB / プリセツトイコライザーボタンを押します。 

•ボタンを押ずたびじ下記のようじ切り替わりまず。 



お好みに合わせて選択します。 


© DEFEAT 表示のとき 

SDB、DRC、 プリセットイコライザーとも OFF じな 
りまず。 

◎ SDB ON のとき 

SDB (スーパーダイナミックバス）を ON にし、迫力 
ある重低音が楽しめまず。 

◎ DRC ON のとき 

DRC (ダイナミックレンジコンプレッシヨン）を ON 
じしまず。ドルビーデジタル、 DTS 音声のダイナミッ 
クレンジを巧え、深夜などかさな音量で再生ずるとき 
じ便利でず。 （DTS ソースの場合、 DRC 対応のソフ 
卜のみ表示されまず。 

ソフトによってはタカまがわかりにくい場合がありま 
ず。） 

◎ P . EQ 1 〜5 (プリセットイコライザー1〜5のとき） 

ほ音と高音のバランスとサラウンドチヤンネルのディ 
レイを已種類プリセットしました。おがみに応じて達 
択して下さい。 

P . EQ 1 :□ックに向いた音 
P . EQ 2 :ポップスに向いた音 
P . EQ 3 : ボーカルに 向いた音 
P . EQ 4 :ジャズに向いた音 
P . EQ 5 :クラシックじ向いた音 
《を表示でお4秒聞操作しないとディスプレイ表示は元の 
表示じ戻りまず。 


回一時的に音を消すじは（ミユーティング) 



-■ L ' 

〇 〇 
0 GLO 

loom 


〇 〇 〇 
0 ぶ 


〇の点 
〇 _ 

〇 



さ0 □ 
□ □己 


Q Qj 

DEMON 


消音ボタンを押します。 


《解除ずるときは、もう一を、消音ボクンを押してください。 


•本体の master volume つまみやリモコンの音量ボクンを操イ乍 
すると解除されます。 

•本機の電源を OFF にすると設定が解除されまず。 
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揉作のしかた 


操作のしかた 


团ディレイタイムの設定（距離の設定） 

より正確なサラウンド再生をおこなうためには、各スピー 
カーからリスニングポジションまでの距離を設定しまず。 
リスニングポジションと各スピーカーとの距離を入力して、 
サラウンドのディレイタイムを設定しまず。 

工場化荷時は17ページ『クイックセットアップ』のルーム 
言又おでぉ^スピピれてし^まろ 〇 

準備：リスニングポジションと各スピーカーとの距離（下図の L 1 
〜 L 3) を測定します。 

L 1 : センタースピーカーと 

リスニングポジションとの距離 
L 2 : フ □ント スピーカーと 

リスニングポジションとの距離 
L 3 :サラウンド スピーカーと 

リスニングポジシヨンとの距離 


FL Center FR 



リスニングポジション 


1 , 3,5 



© oLq 
〇 gTo 


000 
©0 — 


CD 日口 
〇 _ 

〇 





I DEMON j 

Oi 


イ リモコンのチャンネル選択ボタンを押します。 

I •下記が表示されまず。 


L . 臣 U t し > [) E L H Y 


2 上記表示中に選択►ボタンで DELAY を選択しま 
す。 

• 下記のレベル表示となりまず。 



3 リモコンのチャンネル選択ボタンを巧し、距離設 
定するスピーカーを選択します。 

《チャンネル逞択ボタンを押ずたびに次のようじ切り替わ 
りまず。 


广 I フ □ント /SW I — [センタ— トー C サラウンド}! 

- |(END)h - 

• サラウンドモードに よって、 逞択できる スピーカーが 
異なりまず。 

4 ディレイタイム表示中に選択◄，►ボタンでスピー 
カーとリスニングポジシヨンとの距離を設定しま 
す。 

•セレクトボクン （◄.►) を押ずたびに数値が 0.3m 単 
位で変化しまずので、測走した距離に最も近い値を還 
択してください。 

《をスピーカーじ設をした距離の差はどれも 4.5m W 下に 
してください。 

不適切な距離を設定ずると距雜表示が点滅しまずので、 
スピーカーの位置を変更して再設走してください。 

5 設定が終了した6チャンネル選択ボタンで END を 
選択します。数砂間操作しないと終了します。 

• 表示が通常状態に戻りまず。 


f リニア PCM 96 kHz ソースの場合じついて ^ 

• 自動的に 『DIRECT』 モードで再生されまず。 
•サラウンドモードは 『STEREO』 および 『DIRECT』 モー 
、ドのみ選択できまず。 , 
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操作のしかた 

サラウンドパラメーターー 覧表 （1) 

〇:再生信号あり。または選択可能 X :再生信号なし。または選択不可能 


サラウンドモード 

各モード【こおける信号の有無と制御の可否 

スピーカー 

スピーカー / 

プリアウト 

Front L / R 

Center 

Surround L / R 

Sub Woofer 

•J- 

1 

n 

1K 

丄 

1 

わ 

ドルビーデジタル 

〇 

〇 

〇 

〇 

DTS サラウンド 

〇 

〇 

〇 

〇 

DTS96 / 24 

〇 

〇 

〇 

〇 

MPEe2-AAC 

〇 

〇 

〇 

〇 

ドルビープ □□ ジ、ソク n 
シネマ 

〇 

〇 

〇 

〇 

ドルビープ □□ ジ、ソク n 
ミュージック 

〇 

〇 

〇 

〇 

ドルビープ □□ ジ、ソク n 
ゲーム 

〇 

〇 

〇 

〇 

オートステレオ 

〇 

X 

X 

X 

お 

> 

〇 

2 スピーカーモード 

〇 

X 

X 

〇 

3 スピーカーモード 

〇 

〇 

X 

〇 

已スピーカーモード 

〇 

〇 

〇 

〇 

打 

〇 

ドルビーへッドフォン 1 

〇 (H/P のみ） 

X 

X 

X 

ドルピーへッドフォン 2 

〇 (H/P のみ） 

X 

X 

X 

ドルピーへッドフォン 3 

〇 (H/P のみ） 

X 

X 

X 

Bypass 

〇 (H/P のみ） 

X 

X 

X 

ステレオ 

〇 

X 

X 

〇 

ダイレクト 

〇 

X 

X 

〇 

已チヤンネルステレオ 

〇 

〇 

〇 

〇 

ホール 

〇 

〇 

〇 

〇 

シネマ 

〇 

〇 

〇 

〇 

つンサート 

〇 

〇 

〇 

〇 



ゲーム 


〇 


〇 


〇 


〇 


サラウンドパラメータ ー— 覧表（の 


操作のしかた 




入力信号 



デジタル 



サラウンドモード 

ドルビーデジクル 
信号再生時 

DTS 信号再生時 

AAC 

信号再生時 

PCM 

信号再生時 

アナ□グ 



2ch 

7 ルチ 

2ch 

7 ルチ 

Fs: 

96kHz 

2ch 

7 ルチ 

2ch 

Fs: 

96kHz 



ドルビーデジタル 

X 

〇 

X 

X 

X 

X 

X 

X 

X 

X 


DTS サラウンド 

X 

X 

X 

〇 

X 

X 

X 

X 

X 

X 


DTS96 / 24 

X 

X 

X 

X 

〇 

X 

X 

X 

X 

X 

1 

MPEG2-AAC 

X 

X 

X 

X 

X 

X 

〇 

X 

X 

X 

1 

n 

1K 

丄 

ドルビープ□□ジック n 
シネマ 

〇 

X 

〇 

X 

X 

〇 

X 

〇 

X 

〇 

1 

わ 

ドルビープ□□ジック n 
ミュージック 

〇 

X 

〇 

X 

X 

〇 

X 

〇 

X 

〇 


ドルビープ□□ジック n 
ゲーム 

〇 

X 

〇 

X 

X 

〇 

X 

〇 

X 

〇 


オートステレオ 

〇 

X 

〇 

X 

X 

〇 

X 

〇 

X 

X 

ご 

2 スピーカーモード 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

X 

〇 

お 

3 スピーカーモード 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

X 

〇 

> 

Q 

5 スピーカーモード 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

X 

〇 


ドルビーへ、ソドフォン 1 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

X 

〇 


ドルビーへ、ソドフォン 2 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

X 

〇 

エ 

〇 

ドルビーへ、ソドフォン 3 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

X 

〇 


Bypass 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

X 

〇 

ステレオ 

〇 

〇 

(D.Mix) 

〇 

〇 

(D.Mix) 

〇 

〇 

〇 

(D.Mix) 

〇 

〇 

〇 

ダイレクト 

〇 

〇 

(D.Mix) 

〇 

〇 

(D.Mix) 

〇 

〇 

〇 

(D.Mix) 

〇 

〇 

〇 

日チヤンネルステレオ 

X 

X 

X 

X 

X 

X 

X 

〇 

X 

〇 

ホール 

X 

X 

X 

X 

X 

X 

X 

〇 

X 

〇 

シネマ 

X 

X 

X 

X 

X 

X 

X 

〇 

X 

〇 

コンサート 

X 

X 

X 

X 

X 

X 

X 

〇 

X 

〇 

ゲーム 

X 

X 

X 

X 

X 

X 

X 

〇 

X 

〇 


《1:ドルビーバーチヤルスピーカー 《2:ドルビーへ、ソドフオン 





操作のしかた 

サラウンドパラメータ ー- 覧表 （3) 


サラウンドモード 

パラメー女一 

SDB/P.EQ 

( 初期設定： DEFEAT 二 
全て OFF) 

サラウンドパラメーター 

を重信号 （ 1+1) (※ 斗） 

DVS Mode 

PLn Mode (※ 日） 

SD 巨 
ON 

DRC ON 
( 《 3) 

P.EQ 

1-5 

Main 

Sub 

Main/ 

Sub 

Ret 

Wide 

Cinema 

Music 

1 

n 

1K 

丄 

1 

わ 

ドルビーデジタル 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

- 

- 

- 

- 

DTS サラウンド 

〇 

〇 

〇 








DTS96 / 24 

〇 

〇 

〇 








MPEG2-AAC 

〇 

X 

〇 

〇 

〇 

〇 

— 

- 

- 

- 

ドルビープ□□ジ、ソク n 
シネマ 

〇 

〇 

〇 








ドルビープ□□ジ、ソク n 
ミュージック 

〇 

〇 

〇 








ドルビープ□□ジック凸 
ゲーム 

〇 

〇 









オー ト ステレオ 

〇 

〇 

〇 

〇 

— 

— 

— 

- 

— 

- 

お 

> 

Q 

2スピーカーモード 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

— 

- 

3スピーカーモード 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

— 

— 

日スピーカーモード 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

X 

〇 

— 

— 

巧 

Q 

ドルビーへ、ソドフォン 1 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

- 

— 

〇 

〇 

ドルビーへッドフォン 2 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

— 

— 

〇 

〇 

ドルビーへッドフォン3 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

— 

— 

〇 

〇 

Bypass 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

— 

— 

X 

X 

ステレオ 

〇 

〇 

〇 








ダイレクト 

X 

X 

X 








己チヤンネルステレオ 

〇 

〇 

〇 








ホール 

〇 

〇 

〇 








シネマ 

〇 

〇 

〇 








コンサート 

〇 

〇 

〇 








ゲーム 

〇 

〇 

〇 









操巧のしかた 


〇：選択可能 
X :選択不可能 
一：該当せず 

《1:ドルビー バー チヤルス ピーカー 
《2 :ドルビーへ、ソドフォン 

《3: ドルビーおよび DTS の DRC (ダイナミックレンジ圧施）対応ソフトのみ選択可能 
《4: ドルビーおよび AAC のを重信号（信号フォーマット； 1+1) 対応ソフトのみ逞択可能 
《5 : PCM 、 DOLBY / DTS/AAC (信号フォーマット： 2/0/0) ソフトのみ選択可能 


サラウンドについて 


本機に内蔵のデジクル信号処理回路のはたらきにより、プ□グラムソースを巧画館と同じ臨 
場感でサラウンド再生をお楽しみいただけまず。 


ドルビーサラウンドについて 


田 ドルビーデジタル 

◎ ドルビーデジタルは、ドルビー研究所が開発したマルチチャンネルデジクル信号 
フォーマツ トでず。 

再生チャンネルは CD と同等 W 上の巧生帯域（高域は 20 kHz W 上再生巧）を持つフ 
□ント 3 ch (フ□ント左 （ FL )、 フ□ントも （ FR )、 センクー ( C )) とサラウンド 
2 ch (サラウンド左 （ SL )、 サラウンドも ( SR )) に加え、ほ域（〜 120 Hz ) タカ果 
音き用の LFE (□-. フリクエンシ ー. エフェクト）の合計 5.1 ch に対応しており、 
更にモノラル Ich やステレオ 2 ch 、 ドルビープ□□ジ、ソク信号の伝をなど幅広い巧 
応ができまず。 

◎また、各チャンネルの信号はそれぞれ完全に独立して記録ちれるため、各信号聞の干 
渉、ク□ストークなどで劣化ずるふ、函がありません。これらのデジクル信号を、高タカ 
率符号化巧術じよって CD の半分！; a 下のデーク量(最大 640 kbps ) にて伝を可能といっ 
た特徴を持っていまず。 

◎ この特徴をゆ画のサウンドトラ、ソクに生かし、巧画館用に開発されたサラウンドシス 
テムが 『DOLBY SR-D (ドルビーステレオデジタル)』でず。従来一般的であったド 
ルビーサラウンド（ドルビープ□□ジック）がアナ□グ.マトリクス方まであったの 
に対して、をチャンネルが完全に独立したデジタル•ディスクリート方式となり、音 
の遠近感、移動感、走位感のある音場をよりリアルに再現ずることができるようにな 
りました。そしてドルビーデジクル対応メディアである LD 、 DVD などは、 AV ルー 
ムで DOLBY SR - D のサラウンドトラックをそのまま再現ずることを可能にしたた 
め、映画館と同様に驚くほどリアルで圧倒的な臨場感を生み化しまず。 
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揉作のしかた 


揉作のしかた 


-光学アナ□グ音声トラック 
-光学デソタル音岸トラック巧.1 チャンネル) 




に R - D とドルビーデジタルの関刷 


[ドルビ • 

デジタル音声信号 


-デジタル対応 LD の記録信号スペクトラム] 


35 mm ドルビー 
SR - D フイルム 


(dB) 


音声信号（圧縮） 

FM 音声信号 


【ド ルビー デジタルとド ルビー プ□□ジック】 


家庭用サラウンド方式比較 

ドルビーデジタル 

ドルビー.プ□□ジ 、ソク 

記録（素材） ch 数 

5.1 ch 

2 ch 

再生 ch 数 

5.1 ch 

4 ch 

再生 ch 構成 ( MAX ) 

し R ， じ SL ， SR，SW 

し R . C.S ( SW は推奨） 

音声処理 

デジタル•ディスクリート処理 
ドルビーデジタルエンコード、 
デコード 

アナ□グ-マトリックス処理 
ドルビーサラウンド 

サラウンド Ch の 
高域再生限界 

20 kHz 

7 kHz 


■ ドルビーデジタル対応メディアとその再生ち法 


ドルビーデジクル対応マーク： 

W 下の内容は一般的な例でず。あずお手持ちの再生機器の取扱説明書とあわせてお認して< 
ださい。 


メディア 

ドルビーデジクル化力端子 

再生ち法（参照ページ） 

LD ( VDP ) 

ドルビーデジタル RF 化力 
専用同軸端子 

(まい 

入カモードを 『 AUTO 』 に設定しま 
ず。（24、25ページ参照） 

DVD 

化または同軸デジクル化力 
( PCM と共通） 

入カモードを 『 AUTO 』 じ設定しま 
ず。（24、25ページ参照） 

その他 

(衛星放ち、 CATV など) 

光または同軸デジクル化力 
( PCM と共通） 

入カモードを 『 AUTO 』 に設定しま 
ず。（24、25ページ参照） 


ま1: デジクル入力端すじドルビーデジクル RF 化力信号を接続ずるときは、市販のァダプ 
ターを使用してください。（ァダプクーの取扱説明書を参照してください。） 


□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

.□ 


回ドルビープロロジック n 

◎ ドルビープ□□ジ 、ソク n は、従来のドルビープ□□ジ 、ソク 回路を更に進化させた 
フイー ドバック□ジックステアリング技術を用いて、ドルビー研究所じより開発され 
たま斤しいマルチチャンネル再生方式でず。 

◎ドルビーサラウンド録音されたソース（《）に加え、音楽ソースなどの通常のステレ 
才録音ソースも 5 ch ( FL 、 FR 、 C 、 SL 、 SR ) の信号にデコードし、サラウンド再生 
を楽しむことができまず。 

◎サラウンドチャンネルの再生周波数帯域は、帯域制限のあった従来のドルビープ □□ 
ジックに比較して広帯域 （20 〜 20 kHz W 上）になっていまず。また、従来サラウン 
ドチャンネルはサラウンド L (左）=サラウンド R (ち）のモノラル再生でしたが、 
新たにステレオ信号として再生ずるち式をとっていまず。 

◎ 再生ずるソースの種類や内容に合わせて最適なデコード処理をおこなえるように、各 
種パラメー々一を設定ずることが可能になりました。巧4、3已ページ参照） 

《 "ドルビーサラウンド録音されたソース" とは 

• 3 chW 上で構成されるサラウンド信号を、ドルビーサラウンドエンコード巧術じよっ 
て 2 ch の信号として記録したソースでず。 

• DVD 、 LD 、 ステレオ VTR で再生されるか画のサウンドトラックをはじめ、 FM 、 
TV 、 BS 、 CS などのステレオ放を信号じて用いられていまず。 

•この信号に対して、プ□□ジ、ソク n デコードを施ずことじより、マルチチャンネル 
でのサラウンド再生が可能になりまずが、一般的なステレオ機器でそのままステレ 
才再生ずることも可能でず。 

• ドルビーサラウンド録音信号には2種類ありまず。 

① PCM ステレオ 2 ch 信号 
感 ドルビーデジクル 2 ch 信号 

いずれの信号が本機に入力されても 『AUTO DECODE 』 モードで 2 CH モー 
ドを 『プ□□ジ 、ソク 叫に選択ずると、サラウンドモードは自動的に『ドルビー 
プ□□ジ 、ソク 叫となりまず。 

■ドルビーサラウンド録音されたソースにはじ(下の □ ゴマークが表示されています。 

ドルビーサラウンド対応マーク ： nn i DOLBY SURBOUIMdI 

ドルビーラボラトリーズからの実施権に基づき製造されていまず。 \ 

" Dolby"、"Pro Logic " およびダブル D 記号はドルビーラボラトリーズの商標でず。 



記録レベル 
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操作のしかた 


DTS デジタルサラウンドについて 


DTS デジタルサラウンド（または単に DTS と呼ばれまず）は、デジクル•シアクー•シス 
テムズ社が開発したマルチチャンネルデジクル信号フォーマットでず。 

再生チャンネルや再生帯域はドルビーデジクルと同様、 FL 、 FR 、 じ SL 、 SR の 5 ch じ加 
えて LFE O . lch を持つ 5.1 ch で、他にステレオ 2 ch モードがありまず。いずれもをチャン 
ネルの信号は完全に独立して記録されるため、各信号聞の干渉、ク□ストーク等で劣化ずる 
ム配はありません。 

DTS はドルビーデジタルじ巧して比較的高いビットレート （ CD / LD で 1234 kbps、DVD 
は 1536 kbps か 768 kbps ) となり、柜巧的にほい圧縮率で動作ずるのが特徴でず。そのた 
めデータ量がをく、巧画館においての DTS 再生は、フィルムと同期をとった CD - ROM を 
別途再生ずる方法がと6れていまず。 

もちろん LD や DVD じおいてはそういったム函はなく、1枚のディスクじ巧像とサウンド 
が同時に記録可能なため、他のフォーマットと同様の取り扱いが可能でず。 

この他のメディアじは DTS 録音された CD がありまず。これは従来の （2 ch 録音された） 
CD と同様のメディアに 5.1 ch のサラウンド信号が記録されたもので、巧像はありませんが、 
CD プレーヤーを使ってサラウンド巧生が可能となるという特徴がありまず。 

DTS じよるサラウンドトラック巧生も巧画館と AV ルームの聞で基本的な違いは無く、巧 
画館と同様の緻密で雄大なサウンドを楽しむことができまず。 

■ DTS 対応メディアとその再生ち法 

DTS 対応マーク：な i または丘ご3 

W 下の内容は一般的な例でず。をずお手持ちの再生機器の取扱説明書と合わせてお認して 
くだちい。 


メディア 

DTS デジクル化力端子 

再生ち法（参照ページ） 

CD 

化または同軸デジクル化力 
( PCM と共通） （ま 2) 

入カモードを 『 AUTO 』 または 
FDTSJ に設走しまず（24、25ぺ一 
ジ参照)。絶対に 『 ANALOG 』 お 
よび 『 PCM 』 モードじは切り替え 
ないで<ださい。 （ま 1) 

LD ( VDP ) 

光または同軸デジタル化力 
( PCM と共通） （ま 2) 

入カモードを 『 AUTO 』 または 
FDTSJ じ設走しまず24、2己ぺ一 
ジ参照)。絶巧に 『 ANAL 0 引お 
よび 『 PCM 』 モードじは切り替え 
ないで<ださい。 （ま 1) 

DVD 

化または同軸デジタル化力 
( PCM と共通） （ま 2) 

入カモードを 『 AUTO 』 または 
FDTSJ に設走:しまず（24、25 ぺ一 
ジ参照)。 


操巧のしかた 

ま1: CD や LD の DTS 信号は、通常の CD や LD における PCM 信号がそのまま DTS 信号 
に置き換わったおで記録されていまず。そのため CD 、 LD プレーヤーのアナ□グ化力 
からは DTS 信号がノイズとなって化力されまず。このノイズをアンプによって再生し 
た場合、最悪のケースでは本機やスピーカーなどの周辺機器が故障ずる可能性があり 
まず。これらの問題を避けるため、 DTS で記録された CD や LD を再生ずる前に、入 
カモードをあず 『 AUTO 』 または FDTSJ モードへ切り替えてから、ディスクの再生 
をおこなうようにしてください。また再生中は絶対に 『 ANALOG 』 および 『 PCM 』 モー 
ドへは切り替えないでください。 DVD プレーヤーや LD / DVD コンパチプレーヤーで 
CD や LD の再生をおこなうときも同様でず。なお DVD メディアの場合は、 DTS 信号 
は専用の旨己録方まで記録されてし'!るため、問題はありません。 

を2: CD または LD プレーヤーなどで、デジタル化力に何らかの信号処理（化カレべル調監 
サンプリング周波数変換など）がおこなわれている場合がありまず。この場合誤って 
DTS 信号に信号処理がおこなわれてしまい、本機と接続しても正し<巧生できずノイ 
ブなどが発黄ずることがありまずので、はじめて DTS 再生をおこなう場合はまず主音 
量調節つまみをおり、 DTS ディスクの再生を開始ずると本機の DTS インジケークー （2 巳 
ページ参照）が点なずることをお認してから主音量調節つまみを上げるようにしてく 
ださい。 

を3: DVD の DTS メディアは、その巧生に対応したプレーヤーがを要でず。お手持ちの 
DVD プレーヤーが DTS 対応であるかは DVD プレーヤーのメーカーまたは販売店にご 
お認ください。 

本機はデジクル-シアクー.システムブ社か6のライセンス契約に基づき製造されています。 
US Pat . No . 5.4 已1.942、巳.956.674、5.974.380、己.978.762、6.226.616、氏487.已35 

その他、国外特許および特許化願物。 

DTS は DTS 社の登録商標でず 。 DTS □ゴと記号は DTS 社の商標でず。 1996-2007 

DTS . Inc . 版権所有。 
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操作のしかた 


DTS -96/24 について 


現在音楽などのスクジオ録音に関して、八イサンプリング•八イビット化、並びにマルチチャ 
ンネル化が進んでおり、 96 kHz /24 bit 5.1 ch などの高品質な信号ソースが増加していまず。 
例えば、 DVD - Video における高音質録音ソースとしては、 96 kHz /24 bit のステレオ PCM 
音声トラ 、ソク をもつものがありまず。 

しかしそれらは音声トラ、ソクのデータレートが非常に高いため 2 ch の収録が限界で、さらに 
巧像の品質を制限せざるを得な < 静止画像のみの収録が一般的でず。 

また、 DVD - Audio では 96 kHz /24 bit の 5.1 ch サラウンドを実現可能としていまずが、こ 
の品質での再生には DVD - Audio プレーヤーがか要でず。 

DTS 96/24はこのような状ミ兄の中に登場した、デジタル.シアクー.システムズ社の開発 
した新しいマルチチャンネルデジタル信号フォーマットでず。 

従来のサラウンドフォーマットではサンプリング周波数が 48 kHz または 44. 1 kHz であった 
ため再生信号周波数の上限は 20 kHz 程度で留まっていたのに対して 、 DTS 96/24ではサン 
プリング周波数を 96 kHz または 88.2 kHz に引き上げることにより、 40 kHz を超える広い 
周波数帯域を実現していまず。 

また 24 bit の分解能を持ち、 96 kHz /24 bit の PCM と同等の周波数帯城ダイナミックレン 
ジを実現していまず。 

DTS 96/24は、従来の DTS サラウンドと同様に最大 5.1 ch まで対応しており 、 DTS 
96/24を用いて録音されたソースは DVD - Video や CD といった通常のメディアにおいて八 
イサンプリングマルチチャンネル音声の巧生を可能としまず。 

従って 、 DTS 96/24は従来の DVD - Video プレーヤー(※りを使用して、 DVD-Audio 
と同等の 96 kHz /24 bit マルチチャンネルサラウンドを、 DVD - Video のか像と共に楽しむ 
ことができまず。また DTS 96/24対応 CD メディアの場合、一般的な CD / LD プレーヤーが 
1) を使用して 88.2 kHz /24 bit マルチチャンネルサラウンドを楽しむことができまず。 
このようじ、高音質なマルチチャンネル信号をお保しているにも関わ6ず、収録時聞は従来 
の DTS サラウンドソースと変わりません。 

さ6じ 、 DTS 96/24は従来の DTS サラウンドフォーマットと完全な互換性を持っていまず。 
DTS 96/24の信号ソースは、従来の DTS または DTS - ES サラウンドデコーダーじおいても、 
48 kHz または 44.1 kHz の周波数帯域での再生が可能でず（※の。 

《1: DTS デジクル化力に対応した DVD プレーヤー （ CD / LD プレーヤーの場合、従来の 
DTS - CD/LD メディアに対応したデジクル化力を持つプレーヤ ー) と 、 DTS 96/24じ 
て収録されたメディアがあ要でず。 

《2:分解能は、そのデコーダーじよって 24 bit または 20 bit となりまず。 


操作のしかた 


AAC について 


MPEG 2 -AAC (Advanced Audio Codin 呂） は MPEG (Moving 円 cture Experts Group ) 
が開発したマルチチャンネル音声フォーマットでず。 

その特長は、高音質•高圧施率を両立できることでず。特にほビットレート（高圧縮率）の 
環境においてドルビーデジクルや MP 3 (MPEG Laye 卜 3) 等従来のフォーマットに比べて 
高い音質を維持ずることが化来まず。具体的じはわずか 96 kbps というほビットレートで、 
CD 並みといわれる品質のステレオ音声を伝をずることが化来まず。 

その特長を生かしてポークブルオーディオ等への応用が増加している一方、をチャンネルに 
対応しても全体のビットレートをほく巧えることが化来るため、日本の BS デジクル放ちに 
おける己.1 Ch サラウンド放ちをはじめとずる、サラウンドシステムへの応用が始まりました。 
MPEG 2- AAC は元々巧像信号と音黄信号の複合デークである MPEG デークの音声規格とし 
て開発されたため、その用途に応じて求められるスペックはを岐じミ度りまず。巧像と組み合 
わせたトータルのビットレートをほくかえるためほビットレートでの音質お保、またをチャ 
ンネル伝を時のデータ量ほ減、業務用途のみに特化ずることな<使えるデーク処理の簡略化、 
それらは柜反ずる要素を持ちまずが、いずれの要ホも満たせる様函慮され非常に柔軟性の高 
い規格になっていまず。そのため音声信号の種類やそのデータ作成環境に適合させるために 
MAIN / LC / SSR プ□ファイルという3種類のデーク構造を持っていまず。 

【 MPEG 2- AAC のスペック（概要)】 

•アルゴリブ ム： MAIN プ□ファイル 

LC(Low Complexity ) プ□ファイル 
SSR(Scalable Sampling Rate ) プ□ファイル 
•サンプリング周波数： 8 kHz から 96 kHz まで対応 
•チャンネル数： 最大48チャンネルのマルチチャンネルちをに対応 

•その他の機能： LFE(Low Frequency Effect ) サポート 

マルチリンガル （ 複数言語）サポート 

この中で本機は、 BS デジタル放送じて使用される 32 kHz から 48 kHz までのサンプリング 
周波数と、 LC プ□ファイルの再生に対応しておりまず。またチャンネル数は最大 5.1 ch の 
データに対応しまず。 

《 MPEG じよる音声規格は他に Layer -1,2,3 等がありまずが、それらと AAC の園 
に互換性はありません。 

本機はその中でさきに述べた AAC の巧生に対応しまず。 

◎ W 下が AAC じ関ずる米国パテントナンバーでず。 


08/937.9 日日 

5 297 236 

己.481.614 

己.49日,17日 

5848391 

4.914.701 

己.己92.日84 

己.264,84目 

5.291.557 

5.235.671 

5.781.888 

日.268,685 

5.451.954 

07/640.550 

08/039.478 

5.375,189 

日400 433 

日.579.43日 

08/211.巳47 

己.日 81.6 已4 

5,222.189 

08/678.666 

5.703.999 

0日-183,988 

5,357.594 

98/03037 

08/巳日 7.04 目 

己.日48,己74 

5 752 22已 

97/02875 

08/894.844 

08/506.729 

5.394.473 

97/02874 

日.299.238 

08/576.495 

巳.日 83.9 目2 

98/03日;36 

己ぶ99.23目 

己.717,821 

日ぶ74,74日 

5.227.788 

己ぶ99.240 

08/392.756 

巳,633.981 

5.285.498 

己.197.087 
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操 巧のしかた 


ドルヒーバーチヤルスピーカーについて 


ドルビーバーチャルスピーカー (Dolby Virtual Speaker ) 巧術は、ドルビーラボラトリー 
ズ社の専有巧術により、 フ□ント2チャンネルスピーカーだけでサラウンド音場の仮想化を 
おこなっており、実際にサラウンドスピーカーを設置しているかのような再生が体験できま 
ず。 

■ ドルビーバーチャルスピーカーの特長 
◎ 正巧なサラウンド音場を位 

仮想サラウンドスピーカーの位置は、左ち向に105°ちち向に105°として処理されま 
ず。 

◎マルチチャンネルプ□グラムを制作者の意図适りじ再生 

をチャンネルの音はミキシング時に設走された位置に再生されまず。例えば左後方に 
設定されたものは左後方から闇こえまず。 

◎ステレオプ□グラムがサラウンドじ 

ドルビープ□□ジ 、ソク n との連携動作によりステレオプ□グラムか6も豊かなサラウ 
ンド音場を創造しまず。 

◎ リスニングモード違択 

標準 （ REFERENCE ) モードとワイド （ WIDE ) モードが提供されまず。 

《□量 nV □フ□ント2チャンネル 

へ かり：ドルビーパーチャル 

〇 スピーカー(こよる仮想音源 

^み を公 

ワイ巧ード 

本磯ではスピーカー構成を変更した場合も、下記のドルビーバーチャルスピーカーモード再 
生に対応していまず。 

•3 スピーカー(フ□ント2チヤンネル十センター):標準/ワイドモード 
•目スピーカー(フ□ント2チヤンネル十センター十サラウンド2チヤンネル）：ワイドモード 


□ S □ 

みみ 

0 

公 を 

標準モード 


ドルビーへッドホンについて 


ドルビーラボラトリーズと豪州レイクテクノ□ジー社との共同開発じよる立体音響技術で、 
サラウンド音場を通常のへ、ソドホンで再生できる巧術でず。 

元来、へ、ソドホンではずべての音が頭の中でなってしまい長時閨の鑑賞は苦痛となりまずが、 
部屋でのスピーカー巧生をシミュレートしたドルビーへ、ソドホンは音源が前ちあるいは側面 
にしっかり頭クト定位ずるため、まるで巧画館かホームシアターじいるような迫力のあるサウ 
ンドを闇くことが可能でず。この巧術は主としてドルビーデジタルまたはドルビープ □□ 
ジックサラウンドのデコード機能を組み込んだマルチチャンネルオーディオ/ビデオ機器を 
巧をじしており、高性能デジタル信号処理用チップ （ DSP ) じ組み込んで動作させまず。 
ドルビーへ、ソドホンはマルチチャンネル音源だけでなくステレオプ□グラムにもタカま的で 
ず。 


操 巧のしかた 


スリープタイマ I 


■スリープタイマーのそ約のしかた（リモコンのみ） 

付属のリモコンを使用して、電源をスタンバイ状態にずる時圍を最大120分まで設をできま 
ず。（スリープクイマー） 

設定した時聞（分）後に、自動的に電源をスタンバイ状態にずることができまず。 

【例】 50分後に電源をスタンバイになるように設定するとき 


2, 3 - 


スリーフ S I 

の 〇 


-1 ■ つで:こ 

D^lO 

D 滿 


〇 〇 〇 


7 お好みのファンクションを選び、再 
ちします。 


2 


スリープボタンを押します。 


•"120"が表示され、 " SLEEP " 表示が点 
滅しまず。 


※スリープボタンを押ずたびに、表示が次 
のように切り替わりまず。 



3 


-" SLEEP " 表示ミ肖の 



" SLEEP " 表示が点滅している間に、 
さ6じスリープボタンを巧し "50" 


を表示させます。 

• "50" が表示され、 " SLEEP " 表示が点 


滅しまず。 


•約5秒後、スリープタイマー設走前の状 
態に戻り、"スリープ"表示が点なしまず。 
(これでスリープタイマーの設走が完了 
しまず。） 


4 "50 9後に電源がスタンバイじなり 
ます。 


※ス IJ - プ動作中 （" SLEEP " 表示中）じ 
スリープボタンを巧す とスタンバイ状態 
になるまでの残り時圍を表示しまず。こ 
の状態でさ6にスリープボタンを押ずと 
設定時圍が "120" じ戻りまず。 

※ス IJ - プタイマーを止めるときは、 
" SLEEP " 表示が消灯ずるまでスリープ 
ボクンをくり返し押してください。また、 
本機またはリモコンの電源ポクンを押し 
て、システム全体の電源をスタンバイに 
したときもスリープクイマーを止めるこ 
とができまず。 



























操作のしかた 


揉作のしかた 


W 本機 U 化の機器（カセットデッキ）①再生中に 
I MD 本体のプレイボタンまたはリモコンの MD プ 
レイボタンを押します。 

•本機のファンクションが 『 MD 』 に切り替わり、ディ 
スクが装着されていればディスクの再生をはじめま 
ず。 


イ本機と MD レコーダーがスタンバイげ態のとき、 
1本体のプレイボタンまたはリモコンの MD プレイ 
ボタンを巧すだけで、本機と MD レコーダーの電 
源が入ります 。ディスクが装着されている場合は、 
ディスクの再生をはじめまず。 

• D - M 33 シリーズのカセットデッキ （ DRR - M 33) とシス 
テム接続ずると、同様にリモコンのプレイボタンでオート 
パワーオン機能が働きまず。カセットテープが入っている 
場合は、カセツトデッキのプレイボタンでも働きまず。 



D - M 33 シリーズのカセットデッキ （ DRR - M 33) とシス 
テム接続ずると、リモコンのプレイボタンで同様にオート 
ファンクション機能が働きまず。カセットテープが入って 
いる場合は、カセットデッキのプレイボタンでも働きまず。 
TV / AUX 1 や MD / AUX 2 じ接続された機器に巧しては、 
オートファンクション機能は働きません。 


本磯を D - l ^ 


シリーズの MD レコーダー （ DMD - M 33) ま 


たはカセットデッキ （ DRR - M 33) とシステム接続ずると、 
さらに使いやずさが向上しまず。（接続のしかたは、20、21 


ページの 『 D - 


シリーズ機器とのシステムの接続のしか 


た』を参照してください。） 

本磯と組み合わせてシステム動作ができるのは上記機器に限 
られまず。 


電源がスクンバイ状態のとき 、 MD レコーダー 本体のプレイ 
ボタン（►〇またはリモコンの MD プレイボクン （►) を押 
ずだけで MD レコーダーと 本機の電源が入り 、 MD レコーダー 
にディ スクが装着されていればディスクの再生をおこなうこ 
とができまず。 

本機 (AVC-M380) 






6 0 


0 0 〇 
〇 gTo 


〇 〇 〇 
0 け 


〇〇皿を 

〇 

〇 

〇 
白□曰 
□ □ □ 

ド白な 


DEMON 




ボクン1つの操作でファンクションを 『 MD 』 に切り替えて、 
ディスクの再生をおこなうことができまず。 

MD レコーダー (DMD-M33) 



が 


才ートパワーオン機能 


才ートフアンクシヨン機能 



システムパワーオフ機能 

本機の電源をスタンバイにずると、システム接続された 
機器ずベての電源がスクンバイじなりまず。 


システム機能について 


□鸟□巧 
口；□日 1 

□貫リ 
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その他について 



本機には電源を OFF にずる直前の各種ボクンの設定状態を 
記憶ずるラストファンクションメモリー機能を備えていま 
ず。電源を ON じずると、電源を OFF じずる直前の乂化力 
状態が呼び化されまずので、巧度設定し直ず'必要はありませ 
ん /。 

また、本機にはバックアップメモリー機能を備えていまず。 
これにより電源が0 FF になったとき、および電源コードを 
抜いた場合でわ各種の設走状態を保持ずることができまず。 


その他について 


マイコンの初期化について 


本体のディスプレイ表示が正常でない、または本体やリ モコ 
ンのボタンで操作できない場合は、下記の操作でマイコンの 
初期化をおこなってください。 


2 2 



•操イ乍3の巧態じな6ない場合は> ちう一度操作7か6やリ直して< 
ださし、。 

•マイコンの初期化をおこなった場合は、各種ボ々ンやセットアップ 
の設を内容がずベて工場化巧時の初期設定に戻ります。 


電源ボタンを押してスタンバイが態にします。 


2 10秒じ(上たつてから本機のサラウンドモードボタ 
ンを押し、 SDB / プリセットイコライザーボタン 
を巧してから、再度、サラウンドモードボタンを 
2砂じ(上巧します。 

3 数砂を、ディスプレイ表示に 『 INITIAUZE 』 と表 
示され電源が入ります。 

• マイコンが初期化されます。 
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その他について 


故障かな？と思ったら 


□さ接続は正しいですか 
□ 取扱説明書じがって正し < 操作していますか 
□スピーカーやプレーヤーは正しく動作していますか 

本機が正常に動作しないときは、次の表に従ってチェックしてみてください。 

なお、この表のを項にも該当しない場合は本機の故障とも考えられまずので、お買い上げの 
販売店にご相談ください。 

わし、お買い上げの販売店でお分かりにならない場合は、弊社のお客様柜談窓□またはお近 
<の修理ち談窓 □ にご連絡< ださい。 


現象 

原因 

処置 

関連ページ 

電源を入れてわ、ディ 

• 電源コードの差し込みが不完 

• 本体および電源コンセントへ 

21 

スプレイが点财せず、 
音も化ない。 

全である。 

の、電源プラグの差し込みを 
点検してください。 


ディスプレイは点财 
するが、音が化ない。 

• スピーカーコード接続が不完 
全である。 

• しっかり接続してください。 

14 


• 入力切り替えつまみの位置が 
不適当である。 

• 正しい位置に切り替えて下さ 
い。 

24 


• ち音量調節つまみが絞ってあ 
る。 

• 適当な位置まで◎してくださ 
い。 

19、の 


• ミューティングがかかってい 
る。 

• ミューティングを解除してく 
ださい。 

32 


• デジタル信号が入力されてい 
ない。 

• デジタル信号の入カソースを 
正しく選択してください。 

26 


• パワーアンプの保護回路が動 
作している。 

• 電源プラグを抜いて配線や接 
続を確認してください。 

14、15 

ディスプレイの音量 

• 本体の温度上昇じよる保護回 

• 電源プラグを抜いて本体が冷 

14 

表示が点滅している。 

路が動作している。 

えるのを待って、周囲の通風 
巧態を良くしてか6もう一度 
電源を人れ直してください。 


モニターが峡6ない。 

• 化力機器の唤像化力端子とモ 
こ夕一の人力端すの接続が不 
完全である。 

• 接続が正しいか確認してくだ 
さい。 

18 


• モこターの人力設定が違う。 

• 映像を入力した端子にモこ 
ターの入力を切り替えてくだ 
さい。 

18 
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その他について 


現象 

原因 

処置 

関連ページ 

DTS 音声信号が化な 

• DVD プレー中一の音声出力設 

• DVD プレーヤーの初期設定を 

- 

い。 

定がビ、ソトストリームになっ 

してください。詳しくは DVD 



ていない。 

プレーヤーの取撒説明書をご 
覧ください。 



• DVD プレーヤーが DTS じ対 

• DTS 対応のプレーヤーを使用 

- 


応してし'^なし''。 

してください。 



• 本機の入力設定がアナ□グじ 

• AUTO または DTS に設定し 

24 


なっている。 

てください。 


DVD から VCR じダ 

• ほとんどの巧画ソフトにはコ 

• コピーはできません。 

- 

ビングできない。 

ピー防止信号が入っていま 
す。 



サブウー八一が鳴6 

• サブウー八一の出力が接続さ 

• 正しく接続してください。 

14 

ない。 

れていない。 



テストトーンが化な 

• サラウンドモードがオートデ 

• オートデコードモードにして 

22 

し、。 

コード政外のモードになって 
いる。 

ください。 


リモコンを操イ乍して 

• 乾電池が消耗している。 

• 新しい乾電池と交換してくだ 

12 

も正常(こ動作しない。 

• リモコンの距離が離れ過ぎて 

さい。 

• おづいて操作してくださし、。 

12 


し''る。 

• 本体とリモコンの間に障害物 
がある。 

• 障害物を取り除いてください。 

12 


• 操作したいボタン W 外のボタ 

• 操作したいボタンを押してく 

13 


ンを押している。 

ださい。 



• 乾電池の©、©が正しくセッ 

• 乾電池を正しくセットしてく 

12 


卜されていない。 

ださい。 


AAC 表示が点灯しな 

• 巨 S デジタルチューナーと本機 

• デジクル接続じして<ださ 

19 

い。 

がアナ□グ接続じなっている。 

い。 



AV サラウンドアンプ （ AVC - M 380) はル型で高出カアンプ搭載のため，内蔵の空ちファンを動作させ> 
内部温巧を下げるよう設計されていまず。 

異萬により温をが高くなった場合は保護回路が働き、スピーカーか6の化力がお限されます。（ディスプ 
レイのボリユーム表示が点滅します。さらに温度が高<なると電源がスクンバイじなり、電源表示イン 
ジケーターがホ色に点滅します。） 

本体が熱くなり音声が化力されなくなった場合、すぐに電源プラグをコンセントから抜いた上で本書己 
ページ『設置の際のご注意』じ従い、きちんと設置されているかを確認してください。 

設置、接続に問題がない場合は故障が考え6れますので、電源プラグをコンセントか6抜いたまま弊せ 
のお客様相談窓□にご連絡ください。 
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主な仕様 


AV サラウンドアンプ ( AVC - M 380) 


実用最大出力： 

フ□ント： 20 W + 20 W (負荷6 Q 、 」曰 TA ) 

センター: 20 W (負荷目0、 」 EITA ) 

サラウンド： 20 W + 20 W (負荷 6 Q 、 」曰 TA ) 

サブウー八一; 20 W (負荷目0、 」 EITA ) 

出力端子： 

入力感度： 

周波数特性： 

S/N 比： 

プリアウト定格出力： 

電源： 

消費電力： 

6 0-16 0 

300 mV /47 kQ (PORTABLE 除く）、 150 mV /47 l < 0 ( PORTABLE ) 
TOHz 〜 50 kHz :+1.5、-3 服（アナ□グ入カダイレクトモード除総合) 
90服（アナ□グ入カダイレクトモード時） 

0.6 V 

AC 100 V 50/60 HZ 

電源入り （ ON ) 時： 70 W (電気巧が□安全法による） 

待機（ス女ンバイ）時 ： IWWT 

最大かおヴ法： 

210〔幅 ）X 7日（高さ ）X 325 (奧巧き ） mm 
(フット•つまみ•端子を含む） 

質量： 

3.9 k 另 

□リモコン ( RC -1025) 

リモコンち式： 

乾電池： 

最大かおブ法： 

質量： 

赤外髓パルス式 

R 03 /AAA (単4お）乾電池2本使用 

46〔幅） X 18日（高さ ）X 28 (奥行き ） mm 

100 s 〔乾電池を含む） 
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スピーカーシステムパック SYS - M 380 
( SC - AM 380、 SC - CM 380、 DSW - M 380) 

□フ□ント/サラウンド用スピーカー ( SC - AM 380) 

お式： 

フルレンジ，密閉型> 防磁設計> ブックシェルフ 

再生周波数帯域： 

120 H 2-20 kHz 

入カインピーダンス： 

6 0 

最大許容入力： 

30 W ( JEITA )、80 W ( PEAK ) 

スピーカーユニット： 

8 cm 〕ーンお乂 1 

最大かおブ法： 

98〔幅） X 140〔高さ） X10 日〔奧巧き ） mm 
(サランネット、 DEMON マークを含む） 

巧宜 • 

貨 里. 

0.9 ks (1 台当り） 

□センター用スピーカー ( SC - CM 380) 

お式： 

フルレンジ、密閉型、防磁設計、センター 

再生周波数帯域： 

120 H 2-20 kHz 

入カインピーダンス： 

6 Q 

最大許容入力： 

30 W (」 EITA )、80 W ( PEAK ) 

スピーカーユニット： 

8 cm コーンお X 2 

最大かおづ法： 

210〔幅 ）X 98 (高さ） X10 日（奧巧き ） mm 
(サランネット、 DEMON マークを含む） 

質量： 

1.4 ks (1 台当り） 

□サブウー八一 ( DSW - M 380) 

お式： 

1ウェイ • 1 スピーカー、バスレフ型、防磁設計 

再生周波数帯域： 

30 Hz 〜 240 Hz 

最大入力： 

60 W ( JEITA )、120 W ( PEAK ) 

入カインピーダンス： 

6 Q 

スピーカーユニット： 

16 cm コーン型 X T 

最大かおヴ法： 

135〔幅 ）X 420 (高さ ）X 304 (奥行き ） mm 
( DEMON マークを含む） 

質量： 

5.5 ks (1 台当り） 

《 」EITA :(社）電子情報技術産業協会（略称： 」 EITA ) が制定した規格です。 


f ※仕様および化観は改良のため，予告な<変ち 

※本機は国内仕様でず。 


することがあります。 

必ず AC 100 V のコンセントじ電 y ¢ 
源プラグを差し込んでご使巧くだ ( 


※本機を使巧できるのは日本国内のみで、外国 

さい。 AC 100 VW 外の電源には V 

y 

では使用できません。 

V 

絶対に接続しないでください。 

J 
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なゴ会な デゾツ コツシュ ー7— 7—ヴティンご 

本社 干1 04-0033 東京都中央区新 j 111-21-2 

を場巧タワー 14 F 

お客様相談センター TEL : 045 - 670-5555 

【電話香号はお間違えのないようにおかけください。】 

受付時間9: 30〜12: 00、12: 45〜17: 3日 
(弊社休日および祝日を除く、月〜金曜日） 

故障-修理•サービス部品じついてのお問い合わせ先（サービスセンター）じついては、 
次の URL でちご確認できます。 

http://denon.jp/info/info02.html 


後日のために記入しておいてくださし、。 


購入店ち： 電話 （ - - ) 

ご購入年月日： 年月日 J 

Printed in China OOD 5114675 009 



